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Oracle Solaris 11 Expressの研究

Oracle Solaris 11 Expressへようこそ。このドキュメントは、ユーザーによるオペ
レーティングシステムのインストールと設定を支援し、このソフトウェアの最初の
ユーザー体験が成功することを目的としています。

Oracle Solaris 11 Expressをはじめて使用するユーザーは、次の情報を参照してくださ
い。

■ 8ページの「Oracle Solaris 11 Expressソフトウェアの研究」
■ 11ページの「Oracle Solaris Live CDの研究」

オペレーティングシステムにすでに精通している場合は、13ページの「Oracle
Solaris Live CDからのインストール -クイックリファレンス」を参照してください。

Oracle Solaris 11 Expressを使用する理由
Oracle Solaris 11 Expressオペレーティングシステム (OS)は、Oracle Solaris 11に含まれ
る機能のスナップショットを提供します。こうした観点でOracle Solaris Expressを使
用するとプラットフォームを評価し、今後のアプリケーションやデータセンターの
Oracle Solaris 11への移行に備えることができます。

Oracle Solaris 11 Expressには、特にGNOMEデスクトップ環境、GNUツール、および
ネットワークベースのソフトウェア管理システムが含まれています。また、このOS
には次の最新技術も含まれています。Oracle Solaris ZFSファイルシステム、Oracle
Solaris動的トレース (DTrace)フレームワーク、保護された環境でアプリケーション
を実行するためのコンテナ、および高度なネットワーク仮想化機能。

テクノロジに強い関心を持つユーザーは、単純にテクノロジを目的として、オペ
レーティングシステムで提供されている多くの機能を楽しめるでしょう。しか
し、実務的な観点から言えば、これらの機能はシステム管理とアプリケーション開
発を簡素化し、改善し、効率化するという意図で組み込まれたものです。

1第 1 章
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次にいくつかの例を示します。

■ ゾーンを使うことで、負荷の構成と分離ができます。

■ Oracle Solaris ZFSを利用すると、かつてないスケーラビリティー、信頼性、管理
の簡素化を実現できます。

■ 高度なネットワーク仮想化機能を使用すると、資源制御、ネットワークのパ
フォーマンスと利用率、ユーティリティーコンピューティング、および
サーバー統合を最大限に活用できます。

■ サービス管理機能 (SMF)を使用するとシステムサービスを管理できます。SMF
は、サービスの依存関係、サービスの起動順序、およびサービスの障害の管理を
サポートする、Windowsに似たサービス管理機能です。

■ システム管理者に援助してもらわなくても、Oracle Solarisのタイムスライダ機能
を使用すると ZFSバックアップスナップショットのファイルを簡単に参照し、回
復することができます。

■ Oracle Solaris DTraceを使用すると、アプリケーション開発とシステムのデバッグ
にかかる時間を短縮できます。DTraceはシステムのパフォーマンスを視覚化でき
るトレースインフラストラクチャー機能です。オペレーティングシステムに組み
込みの測定ポイントを使うことで、DTraceは、オペレーティングシステム、また
はオペレーティングシステムで動作中のユーザープログラムの詳細な性能特性を
表示することができます。

簡単なインストールを行うだけで、これらのすべての機能が使用可能になりま
す。あるいは、実際にシステムにインストールしなくても、Live CD上でOracle
Solarisを研究することもできます。そのほかにも、たとえばVirtualBoxやVMwareな
どの仮想マシン上でOSを動作させることもできます。

Oracle Solaris 11 Expressソフトウェアの研究
Oracle Solarisディストリビューションを使用すると、次のことが可能になります。

■ オペレーティングシステムの研究。

Oracle Solaris 11 Expressには x86プラットフォーム向けの Live CDの ISOイメージ
が用意されています。Live CDの ISOイメージには、基本的で核となるオペ
レーティングシステムとGNOMEデスクトップが含まれています。Live CDを使
うことで、実際にシステムにインストールすることなく、OSを使ってみること
ができます。詳細は、11ページの「Oracle Solaris Live CDの研究」を参照してく
ださい。

■ オペレーティングシステムのインストール。

Oracle Solaris 11 Expressソフトウェアの研究

Oracle Solaris 11 Express入門 • 2010年 11月8



システムの環境や要件に応じて、いくつかのインストールオプションの中から選
択できます。

■ Live CDの ISOイメージを使用する (x86ベースのシステム)。

x86ベースのシステムでは、Live CDの ISOイメージを使ってOracle Solaris 11
Expressオペレーティングシステムを表示し、その ISOイメージから直接OSを
インストールすることができます。(Oracle Solarisをシステムにインストール
するには、最初に起動イメージをCDに書き込む必要があります。)あるい
は、Live CDの ISOイメージをダウンロードし、このイメージから直接仮想マ
シンにOSをインストールすることもできます。

■ テキストインストーラを使用する (x86または SPARCベースのシステム)。

グラフィックディスプレイを持たないシステムでは、テキストインストーラを
使用できます。

注 – Live CD GUIとテキストインストーラはどちらも 512Mバイト以上のメモ
リーで実行できます。ただし、必要なメモリーの最小量は、システムの仕様に
よって変わります。Live CDの ISOイメージのGUIインストーラがシステムで
動作しない場合は、テキストインストーラを使用してください。

■ 自動インストーラを使用する (x86または SPARCベースのシステム)

複数のシステムをインストールする場合は自動インストーラを使用します。こ
れにより、オペレーティングシステムの複数インストールの設定と構成が簡単
になります。

自動インストーラは、システム管理者が、特定の x86および SPARCベースの
インストレーションへの青写真を提供するインストレーションサービスを作成
することを可能にします。インストレーションサービスは、管理者によって定
義されたインストレーション仕様のマニフェストファイルを備えたWeb
サーバーを含みます。特定のシステム仕様に適合するインストレーションの青
写真を特定するために、クライアントはWebサーバーに接続し、関連するマ
ニフェストファイルを使用することで利用可能なサービスを検査します。適合
する青写真またはマニフェストファイルが見つかったら、マニフェストファイ
ルの仕様に従って、サービスはOracle Solarisをクライアントにインストールし
ます。自動インストーラにはデスクトップや対話型機能はありません。

Oracle Solaris 11 Expressのダウンロードおよびインストールについては、http://

www.oracle.com/

technetwork/server-storage/solaris11/downloads/index.htmlを参照してくださ
い。

■ システム上にあるソフトウェアの追加と更新。

Oracle Solaris 11 Expressソフトウェアの研究
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Oracle Solarisがシステムにインストールされたら、IPS (Image Packaging System)を
使って開発者ツールなどの追加ソフトウェアパッケージをダウンロードできま
す。IPSは、ネットワークリポジトリからソフトウェアパッケージにアクセス
し、それらをシステムにインストールします。

IPSは、インストールされたシステムへのソフトウェアパッケージのインス
トールと管理のため、パッケージマネージャーのグラフィカルユーザーインタ
フェース (GUI)と、pkgコマンドのようなコマンド行ユーティリティーを提供し
ます。IPSのパッケージマネージャーを使用すると、システム上にあるソフト
ウェアパッケージの更新と管理をデスクトップから直接簡単に行うことができま
す。

インストールされたシステムでは、パッケージマネージャーはデスクトップか
ら「システム」→「管理」→「パッケージマネージャー」を選択して起動できま
す。デスクトップ上にある「パッケージマネージャー」アイコンをクリックして
も、このアプリケーションを起動できます。

パッケージマネージャーまたは IPS CLIを使用すると、次の作業を実行できま
す。

■ ネットワークリポジトリから新たなソフトウェアパッケージをシステムに追加
する。

■ システム上の既存のソフトウェアパッケージを個別に更新する。
■ システム上のすべてのソフトウェアパッケージを一括して更新する。

注 –パッケージマネージャーと IPSツールを使用すると、起動環境の作成と管
理、リポジトリのミラー化、およびパッケージの作成と配布を含むいくつかの作
業を行うことができます。

■ カスタマイズしたアプリケーション開発環境をシステム上に設定する。

Oracle Solarisでは、アプリケーションの開発と配備が完全にサポートされていま
す。アプリケーションの開発に必要なツールは、パッケージマネージャーを
使ってダウンロードしてインストールすることで利用できます。コンパイラ、デ
バッグツール、パフォーマンスアナライザ、NetBeans、ソースコード管理、およ
び makeユーティリティーなどのツールを簡単にダウンロードしてインストールす
ることができます。

Apache Webサーバー、ハイパーテキストプリプロセッサ (PHP)、Lighttpd Web
サーバー、SquidキャッシュプロキシといったWebスタックの開発ツールもダウ
ンロードしてインストールすることができます。詳細については、第 7章「アプ
リケーション開発環境の設定」を参照してください。

■ システムに複数の起動環境を作成して管理する。

Oracle Solaris 11 Expressソフトウェアの研究
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起動環境 (BE)は、OSイメージの起動インスタンスに、そのイメージにインス
トールされたその他のソフトウェアパッケージを加えたものです。システム上で
複数の起動環境を管理することができます。それぞれの起動環境は、異なる
バージョンのソフトウェアをインストールすることができます。

システムのソフトウェアを更新する前に起動環境のバックアップを作成すること
ができるので、複数の起動環境を用いることは、ソフトウェアの更新作業をリス
クの少ない操作にすることができます。必要に応じて、バックアップ用起動環境
を起動することができます。詳細については、71ページの「複数のブート環境
の管理」を参照してください。

Oracle Solaris Live CDの研究
Oracle Solarisには、Firefox Webブラウザ、Thunderbirdメール/カレンダ、そして次の
ものを含むその他の主なアプリケーション、機能、ツールを含むGNOMEデスク
トップを備えた、最小限のオペレーティングシステムを起動する x86プラット
フォーム向けの Live CDの ISOイメージが用意されています。
■ Oracle SolarisのNWAM (network auto-magic)機能。この機能はインストール中にデ
フォルトで有効になります。NWAMを使用すると、ネットワークの動作状態を
監視したり、ネットワークインタフェースを管理したりできます。

■ デバイスドライバユーティリティー。ネイティブシステムのデバイスとそれらに
対応するドライバに関する情報を提供するツールです。このユーティリティーを
使用すると、IPSリポジトリに接続したり、付随するドライバを持たないデバイ
スをシステム内で検索したりできます。

Live CDの ISOイメージからシステムを起動し、デスクトップが表示されると、デ
バイスドライバユーティリティーが自動的に起動して、不足しているデバイスド
ライバの検索を開始します。ユーティリティーがそのようなデバイスを探しだす
と、デスクトップに通知が表示されます。その後、不足しているドライバが
Oracle Solarisリポジトリからシステムに自動的にインストールされます。
Live CDで研究するときに、手動でデスクトップからデバイスドライバ
ユーティリティーを起動するには、「アプリケーション」→「システム」→「デ
バイスドライバユーティリティー」を選択します。

テキストモードまたはコンソールモードで対話式インストールを実行する場合
は、スタートアップメニューから新しい「Install additional driver」メニューオプ
ションを使用できます。このオプションは、デバイスドライバユーティリ
ティーを起動する場合に使用します。

テキストインストーラの起動時にデフォルトでNWAMが設定されるため、DHCP
(Dynamic Host Control Protocol)を使ってシステムを構成することにした場合
は、デバイスドライバユーティリティーを使用するためにこれ以上ネットワーク
設定を行う必要はありません。しかし、DHCPを使用しない場合は、インス
トール中に「Shell」オプションを選択し、適切なコマンドを使ってネットワーク
を手動で設定します。

Oracle Solaris Live CDの研究
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注 –デバイスドライバユーティリティーには 1.5Gバイト以上のメモリーが必要な
場合があります。システム上にインストールの実行に十分なデバイスがある場合
は、まずインストールを完了し、次にインストールしたハードディスクを起動し
てから、デバイスドライバユーティリティーを実行します。この方法で
は、ユーティリティーはインストールしたシステム上の使用可能なスワップ空間
を利用できます。

システムにインストールされている既存のOSに影響を与えずに Live CDの ISOイ
メージ上でOracle Solarisを研究するには、次のガイドラインを参照してください。

■ Oracle Solaris Live CDと対話式インストーラの実行には、512Mバイト以上のメモ
リーが必要です。

■ 最新リリースの Live CDの ISOイメージをダウンロードし、このイメージをCDに
書き込んで、起動することができます。または、イメージをシステムに保存して
から、仮想マシン内で実行することもできます。26ページの「仮想マシンで
Oracle Solaris 11 Expressを実行するための準備」を参照してください。

Live CDオプション
Oracle Solaris Live CDのオプションは次のとおりです。

■ アクセシビリティー機能を使う必要がある場合は、拡大鏡またはスクリーン
リーダーの起動オプションを選択できます。

拡大鏡とスクリーンリーダーの起動オプションは、Live CDの起動時にGRUBメ
ニューに表示されます。起動オプションを選択するには矢印キーを使います。次
に、リターンキーを押すと、指定したアクセシビリティー機能を用いてシステム
を起動できます。

■ Live CDへのログインの入力を求められたときのユーザー名とパスワードは jack

です。

■ ルートユーザーでシステムを利用する必要がある場合は、suコマンドを使用しま
す。Live CDの rootパスワードは solarisです。

■ 選択した場合は、Live CDの ISOイメージからシステムにOSをインストールでき
ます。手順については、13ページの「Oracle Solaris Live CDからのインストール -
クイックリファレンス」を参照してください。

Oracle Solaris Live CDの研究
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注 –重要:オペレーティングシステムのインストールを進める場合は、インス
トールプロセスの途中で新しいユーザーを作成します。インストール作業が終
わったら、そのユーザーでシステムにログインします。最初は、ユーザーパス
ワードと rootパスワードは同じです。インストール後に、新しい一意の rootパ
スワードの作成が求められます。

システムの設定を完了するには、su rootコマンドを使って、root役割に割り当
てられた特権を含むシェルを呼び出すか、sudoコマンドで特権付きコマンドを付
加します。

詳細は、第 5章「ユーザーと役割について」を参照してください。

Oracle Solaris Live CDからのインストール -ク
イックリファレンス
Live CDの ISOイメージには、x86ベースのシステムにOracle Solarisをインストール
できるインストーラが含まれています。

インストーラを起動するには、Live CDのデスクトップにある「インストーラ」アイ
コンを選択します。

Live CDのインストーラツールの使用時には、次の選択肢があります。
■ Oracle Solarisをシステムで唯一のオペレーティングシステムとしてインストール
する。

■ Oracle Solarisを既存のOSとは別のパーティションにインストールする。

注意 –インストール作業によって選択したパーティション上のすべてのソフト
ウェアとデータが上書きされます。

■ 仮想マシン内にOracle Solarisをインストールする。

関連情報
より詳細な情報については、次の追加のリソースを参照してください。

トピック どこでより詳細な情報を見つけるか

Oracle Solaris 11 Expressをダウン
ロードする。

http://www.oracle.com/

technetwork/server-storage/solaris11/downloads/

index.html

関連情報
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トピック どこでより詳細な情報を見つけるか

Oracle Solaris 11 Expressのインス
トールと使用について詳しく調べ
る。

『Oracle Solaris 11 Express入門』

複数のシステムへのOracle Solaris
11 Expressのインストールを自動化
する。

『Oracle Solaris 11 Express自動インストーラガイド』

システムを最新の状態に保つ。 『Oracle Solaris 11 Express Image Packaging Systemガイド』

起動環境を管理する。 『Oracle Solaris 11 Expressブート環境の管理』

関連情報
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Oracle Solaris 11 Expressをインストールす
る準備

Oracle Solaris 11 Expressをインストールする前に、この章でインストールのオプ
ションと要件を確認してください。

Oracle Solaris 11 Expressのインストールオプション
システムへのOracle Solaris 11 Expressのインストールに関しては、多数のオプション
が用意されています。

■ OSの新しい対話式インストールを、Live CDの ISOイメージまたはテキストイン
ストーライメージから実行します。

Live CD上のグラフィカルユーザーインタフェース (GUI)インストーラとテキスト
インストーラのどちらを使用するかを決定するには、第 3章「Oracle Solaris 11
Expressのインストール」の追加情報を参考にしてください。手順については、24
ページの「Live CDまたはテキストインストーラからOracle Solarisをインス
トールするための準備」を参照してください。

■ 仮想マシン内でOracle Solaris 11 Expressを実行します。
手順については、26ページの「仮想マシンでOracle Solaris 11 Expressを実行する
ための準備」を参照してください。

■ OpenSolaris 2009.06リリースを実行しているシステムをOracle Solaris 11 Expressに
アップグレードします。詳細な手順については、『Oracle Solaris 11 Expressご使用
にあたって』を参照してください。

■ 自動インストーラ (AI)を使用して、複数のクライアントシステムにOracle Solaris
をインストールします。

AIは基本的には、x86ベースのシステムと SPARCベースのシステムの両方で「ハ
ンズフリー」のネットワークインストールを実行します。インストールのカスタ
マイズが不要な場合に、複数のシステムへのインストールを短時間で実行するに
はこのオプションを使用します。

2第 2 章
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別のオプションとして、SPARCまたは x86用のAIイメージをダウンロード
し、CD、DVD、USBスティック (x86インストールの場合のみ)などのリムーバブ
ルメディアにイメージを書き込むことができます。その後、各システムでAIメ
ディアを直接起動して、自動インストールを開始できます。インストール処理で
はネットワーク上の IPSリポジトリからパッケージを取得するため、各システム
でネットワークにアクセスできる必要があります。AIメディアを使用するインス
トールは対話式ではありません。

Oracle Solarisをインストールするためのシステム要件
次の表に、Oracle Solaris 11 Expressをインストールするための各種要件の概要を示し
ます。

要件 説明

メモリー 最小メモリー要件は 512Mバイトです。

注 – Live CDの ISOイメージと、GUIインストーラおよびテキストインス
トーラの両方は 512Mバイト以上のメモリーで動作できます。ただし、この
最小要件は、システムの仕様によって変わります。GUIインストーラを実行
するための十分なメモリーがシステムに搭載されていない場合は、代わりに
テキストインストーラを使用してください。

ディスク容量 推奨サイズは 10Gバイト以上です。最小限必要なサイズは 4Gバイトです。

x86のみ:複数のオ
ペレーティングシ
ステムのサポート

複数のオペレーティングシステムをインストールする予定の x86ベースシス
テムにOracle Solarisをインストールする場合、インストール処理中にディス
クをパーティション分割できます。21ページの「x86:対話式インストール中
のパーティションの設定」を参照してください。

あるいは、インストールの前に fdiskコマンドまたは他社製の
パーティション分割ツールを使用すると新しいパーティションを作成した
り、既存のパーティションを調整したりすることもできます。19ページ
の「インストール前にシステムをパーティション分割するためのガイドライ
ン」を参照してください。

特定のオペレーティングシステムのインストール環境の準備に関する詳細
は、17ページの「複数のオペレーティングシステムのインストールをサ
ポートするブート環境の準備」を参照してください。

Oracle Solarisをインストールするためのシステム要件
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インストールに関するその他の考慮事項
Oracle Solaris 11 Expressをインストールするときは、次の情報を考慮してください。

■ Live CDの ISOイメージ上のインストーラは、32ビットおよび 64ビットの x86プ
ラットフォームのみに対応します。

SPARCベースのシステムにオペレーティングシステムをインストールする場合
は、テキストインストーラまたはAIツールを使用してください。

■ Oracle Solaris 11 Expressのインストーラでは、インストール済みのオペレーティン
グシステムをアップグレードすることはできません。ただし、Oracle Solaris 11
Expressのインストール後に Image Packaging Systemを使用すると、システム上の
パッケージのうち、利用可能な更新があるすべてのパッケージを更新できます。
69ページの「システム上のソフトウェアパッケージを更新」を参照してくださ
い。

注 –特定の手順を使用すると、OpenSolaris 2009.06リリースからOracle Solaris 11
Expressにアップグレードできます。手順については、『Oracle Solaris 11 Express
ご使用にあたって』を参照してください。

■ 初期インストールは、対話式インストーラではOracle Solaris x86パーティション
上で、またテキストインストーラでは SPARCスライス上でそれぞれ実行できま
す。ディスク全体をインストールに使用することもできます。

注意 –インストールによって、ターゲットデバイス上のソフトウェアとデータが
すべて上書きされます。

複数のオペレーティングシステムのインストールをサ
ポートするブート環境の準備

Oracle Solarisを複数のブート環境の一部としてインストールする場合は、次の表で各
種オペレーティングシステムの仕様を確認します。

複数のオペレーティングシステムのインストールをサポートするブート環境の準備

第 2章 • Oracle Solaris 11 Expressをインストールする準備 17

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=821-1708&id=osolrelnotes
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=821-1708&id=osolrelnotes


表 2–1 複数のオペレーティングシステム環境

既存のオペレーティングシステム 説明

Windows Windowsがインストールされており、Oracle Solarisをインス
トールするための十分なディスク領域を設定した場合、インス
トールは簡単です。x86プラットフォーム向けOracle Solarisの
全バージョンで、GNU GRUB (GRand Unified Bootloader)が使用
されます。Oracle SolarisはWindowsを認識して、インストール
中にWindowsパーティションを変更しないようにします。イン
ストールが完了すると、システムが再起動し、GRUBメ
ニューにWindowsとOracle Solarisの両方のブートエントリが表
示されます。

Linux、またはWindowsと Linux Linuxオペレーティングシステムのみ、または Linuxおよび
Windowsの両オペレーティングシステムが x86ベースのシステ
ムにインストールされている場合、Oracle Solarisをインス
トールする前に、menu.lstファイルのコピーを保存します。イ
ンストール後に menu.lstファイルを編集し、以前のインス
トールの Linux情報を追加する必要があります。手順について
は、75ページの「Oracle Solarisのインストール後に Linuxエン
トリをGRUBメニューに追加する方法」を参照してください。

注 – Linuxオペレーティングシステムもインストールされている
システムにOracle Solarisをインストールするときは、Oracle
Solarisパーティションが Linuxの swapパーティションより前に
なるようにする必要があります。

Oracle Solaris 10 OS Live CD上のインストーラおよびテキストインストーラを使用
して、Oracle Solarisの複数のインスタンスをブートすることは
できません。ただし、インストーラを使用して、Oracle Solaris
の複数のインスタンスがインストールされている既存のシステ
ム上の Solaris 10 1/06以降のリリースを置き換えることは可能で
す。

注 –現在のオペレーティングシステムで特定の Solaris VTOC
(Volume Table of Contents)スライスを保持する必要がある場合
は、テキストインストーラを使用します。

拡張パーティション 拡張パーティション上に別のオペレーティングシステムが存在
する場合、インストール中に既存の拡張パーティションを変更
する必要はありません。Live CDのGUIインストーラ、テキス
トインストーラ、または自動インストーラを使用してOracle
Solarisをインストールするときに、拡張パーティションを作
成、サイズ変更、または削除できます。拡張パーティション内
部の論理パーティションにOracle Solarisをインストールするこ
とも選択できます。

複数のオペレーティングシステムのインストールをサポートするブート環境の準備
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対話式インストーラの手順については、33ページの「対話式インストーラを使用し
たOracle Solaris 11 Expressのインストール」を参照してください。自動インストーラ
の手順については、『Oracle Solaris 11 Express自動インストーラガイド』を参照して
ください。

インストール前にシステムをパーティション分割するた
めのガイドライン

Live CDの ISOイメージまたはテキストインストーライメージからOracle Solarisをイ
ンストールするときは、ディスク全体を使用するか、または x86パーティションにオ
ペレーティングシステムをインストールすることができます。テキストインス
トーラでは、SPARCスライスにオペレーティングシステムをインストールできま
す。

x86ベースのシステムでは、インストーラは 1台のドライブへの複数のオペ
レーティングシステムのインストールをサポートするGRUBを使用します。Oracle
Solarisをインストールするためのパーティションは、インストール前とインス
トール中のどちらでも作成できます。各種オペレーティングシステムの
パーティション分割とインストールを行うと、ブート時にGRUBメニューで適切な
メニューエントリを選択することでいずれかのオペレーティングシステムを配備で
きます。

▼ x86:インストール前にシステムをパーティション
分割する方法
次の手順では、インストールの前に x86ベースのシステムをパーティション分割する
方法について説明します。インストール中のシステムのパーティション分割につい
ては、20ページの「対話式インストール中にシステムをパーティション分割するた
めのガイドライン」を参照してください。

システムをバックアップします。

ハードドライブをパーティション分割する前に、システムをバックアップすること
を強くお勧めします。オープンソースツールのGhost for UNIX (G4U)は x86ベースの
システムをバックアップするために設計されたものです。

1

インストール前にシステムをパーティション分割するためのガイドライン

第 2章 • Oracle Solaris 11 Expressをインストールする準備 19

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=821-1702&id=autoinstall


ハードドライブで、オペレーティングシステムをインストールするための
パーティションを作成します。

次のオプションのいずれかを選択します。

■ fdiskコマンドを使って、Oracle Solaris fdiskパーティションを作成または変更し
ます。

手順については、『System Administration Guide: Devices and File Systems』の「How
to Create a Solaris fdisk Partition」を参照してください。また、fdisk(1M)

■ 商用製品またはオープンソースツールを使ってハードディスクのパーティション
を設定します。

GPartedはディスクのパーティションを設定するためのオープンソースツールで
す。このツールを使用してNTFS (New Technology File System)パーティションを作
成できます。Live CDデスクトップ上のGPartedツールにアクセスするに
は、GPartedツールのアイコンをダブルクリックします。メインメニューから
ツールにアクセスするには、「アプリケーション」→「システム
ツール」→「GPartedパーティション編集ツール」を選択します。

注 – GPartedツールは、テキストインストーラメディアではサポートされていませ
ん。

GPartedツールを使用して Linuxスワップパーティションを作成する場合
は、Linux-swapが、Oracle Solarisが使用するのと同じパーティション IDを使用す
ることに注意してください。インストール中に、ディスクパーティション分割の
段階で、LinuxスワップパーティションをOracle Solarisパーティションに変更で
きます。

インストーラを使用して、Oracle Solaris fdiskパーティションにオペレーティングシ
ステムをインストールします。

対話式インストール中にシステムをパーティション分割
するためのガイドライン

x86ベースのシステムで、対話式インストール中にパーティションを選択、作成、ま
たは変更できます。テキストインストーラにかぎり、対話式インストール中に
Solaris VTOCスライスを選択、作成、または変更できます。

2

3

対話式インストール中にシステムをパーティション分割するためのガイドライン
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注 –ディスクのパーティション分割またはスライスの変更は、インストーラ画面で選
択を完了し、インストールが開始するまでは有効になりません。インストール前で
あればいつでも、変更を取り消して元の設定に戻すことができます。

対話式インストール中に x86パーティションまたは拡張パーティションを設定すると
きは、次のことに留意してください。

■ Solarisパーティションのみが使用できます。
■ インストールには Solarisパーティションを使用する必要があります。
■ 既存の Solarisパーティションが存在する場合、そのパーティションがデフォルト
として選択されます。そのパーティションは、既存の拡張パーティション内にあ
る論理パーティションである可能性があります。

■ 既存のパーティションテーブルを読み取れない場合は、提案された
パーティション分割の情報が表示されます。

注意 –この場合は、インストール中にディスク上の既存のデータがすべて破棄さ
れます。

■ インストール中、「ディスクをパーティション分割する」オプションを選択した
場合は、選択されたディスクの既存の fdiskパーティションがパネルに表示され
ます。最大 4つのプライマリパーティションが、ディスク上の配置と同じ順番で
表示されます。これらのプライマリパーティションの未使用のディスク領域が表
示されます。各パーティションのパーティションタイプ、現在のサイズ、および
利用可能なディスク容量の最大値も表示されます。拡張パーティションが存在す
る場合、その論理パーティションも、論理パーティション内のディスクと同じ順
番で表示されます。

x86:対話式インストール中のパーティションの設
定
x86プラットフォームへのインストールでは、インストール画面で表示どおりにエン
トリを直接編集することによって、ディスクのパーティション分割を変更できま
す。インストール処理中に、ソフトウェアをインストールするための推奨されるサ
イズと最小サイズが表示されます。

次の表は、選択できるディスクパーティション分割オプションについての説明で
す。この表は、ニーズにもっとも適したオプションを決定するのに役立ちます。
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表 2–2 対話式インストール中にディスクをパーティション分割するためのオプション

パーティション分割オプション 説明およびユーザーの処理 (必要な場合)

既存の Solarisパーティションを使用す
る。

このオプションでは、既存の Solarisパーティションの現
在のサイズを使用して、そのパーティションにOracle
Solaris 11 Expressをインストールします。「ディスクを
パーティション分割する」オプションを選択します。ほ
かの変更は必要ありません。

新しい Solarisパーティションを作成す
る。

現在、システム上に Solarisパーティションが存在しない
場合は、新しい Solarisパーティションを作成できま
す。そのためには、プライマリパーティションまたは論
理パーティションを選択してから、そのタイプ
を「Solaris」に変更します。インストールの途中で、この
変更は既存のパーティションの内容を消去します。

Solarisパーティションに割り当てる領
域を増やし、そのパーティションにイ
ンストールする。

利用可能なディスク領域が十分にある場合、Solaris
パーティションにソフトウェアをインストールする前
に、そのパーティションに割り当てるサイズを増やすこ
とができます。利用可能な領域とは、選択された
パーティションの前後に隣接する未使用の領域を指しま
す。パーティションを拡大する場合、その
パーティションの後にある未使用の領域が最初に使用さ
れます。次に、そのパーティションの前にある未使用の
領域が使用され、選択されたパーティションの開始シリ
ンダが変わります。

別のプライマリパーティションに
Oracle Solaris 11 Expressをインストール
する。

別のプライマリパーティションにオペレーティングシス
テムをインストールできます。そのためには、まず既存
の Solarisパーティションのタイプを「未使用」に変更す
る必要があります。次に、別のパーティションを選択
し、そのタイプを「Solaris」に変更することができま
す。インストール中に、この変更によって以前の Solaris
パーティションと新しい Solarisパーティションの両方
で、パーティションの既存の内容が消去されます。

拡張パーティション内に新しい Solaris
パーティションを作成する。

拡張パーティション内に新しい Solarisパーティションを
作成できます。Solarisパーティションがすでに存在する
場合、そのタイプを「未使用」に変更します。次に、新
しい拡張パーティションを作成するため
に、パーティションタイプを「拡張」に変更します。拡
張パーティションの大きさを変更してから、拡張
パーティション内のいずれかの論理パーティションを
Solarisパーティションに変更することができます。また
論理パーティションを、その論理パーティションを含む
拡張パーティションの大きさにまで拡張できます。
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表 2–2 対話式インストール中にディスクをパーティション分割するためのオプション (続
き)
パーティション分割オプション 説明およびユーザーの処理 (必要な場合)

既存のパーティションを削除する。 既存のパーティションのタイプを「未使用」に変更する
ことによってそのパーティションを削除できます。イン
ストールの途中で、そのパーティションは破棄され、隣
接するパーティションのサイズ変更時にその領域を使用
できるようになります。

テキストインストーラによる Solaris VTOCスライ
スの設定
SPARCプラットフォームへのテキストインストールでは、インストール中にVTOC
スライスを変更できます。x86プラットフォームへのテキストインストールでは、イ
ンストール中にパーティションがまだ変更されていない場合、そのパーティション
の内部のスライスを変更できます。

VTOCスライスを設定するときは、次のことに留意してください。

■ インストーラは既存のスライスを表示します。スライスはその配置と同じ順番で
表示されます。各スライスの現在のサイズと、最大の利用可能サイズも表示され
ます。

■ Oracle SolarisはOracle ZFSルートプールにインストールする必要があります。デ
フォルトでは、ルートプールを含むスライスにはインストーラによって rpoolと
いうラベルが付けられます。ルートプールを含まないスライスにオペレーティン
グシステムをインストールする場合は、インストーラでそのスライスのタイプを
rpoolに変更します。インストールの途中で、そのスライス上に ZFSルート
プールが作成されます。

注 – rpoolという名前のZFSプールは 1つしか存在できないため、デバイス上に
rpoolがすでに存在する場合、インストーラは rpool#の書式を使用して新しい
プールに名前を付けます。

■ スライスのサイズは、最大の利用可能サイズにまで増やすことができます。スラ
イスを「未使用」に変更すると、隣接するスライスでその領域を利用できます。

■ スライスを明示的に変更しない場合、インストール中にスライスの内容は保持さ
れます。

次の表は、テキストインストール中のスライス変更に関するオプションについての
説明です。
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表 2–3 テキストインストール中のVTOCスライス変更のオプション

オプション 説明およびユーザーの処理 (必要な場合)

既存のスライスを使用する。 このオプションでは、既存のVTOCスライスの現在のサイズを使
用して、そのスライスにOracle Solaris 11 Expressをインストールし
ます。ターゲットスライスを選択して、そのタイプを「rpool」に
変更します。

スライスサイズを変更する。 新しく作成する rpoolスライスにかぎり、そのサイズを変更できま
す。最大の利用可能サイズを上限として、新しいサイズをフィール
ドに入力します。

新しいスライスを作成する。 未使用のスライスを選択します。たとえば、そのスライスのタイプ
を「未使用」から「rpool」に変更します。

既存のスライスを削除する。 既存のスライスのタイプを「未使用」に変更することによってその
スライスを削除できます。インストール中にそのスライスは破棄さ
れ、隣接するスライスのサイズ変更時にその領域を使用できるよう
になります。

▼ Live CDまたはテキストインストーラからOracle
Solarisをインストールするための準備
x86ベースのシステムでは、Live CDから、システムまたは仮想マシンにオペ
レーティングシステムをインストールできます。

また、SPARCベースのシステムと x86ベースのシステムの両方で、テキストインス
トーラを使用してOracle Solarisをインストールできます。テキストインストーラ
は、グラフィックカードを搭載していないシステムで使用できます。

注 –システムの構成によっては、テキストインストーラのほうが必要なメモリーが少
なくて済む場合があります。Live CDのGUIインストーラがシステムで動作しない場
合は、代わりにテキストインストーラを使用してください。

Live CDの起動可能イメージまたはテキストインストーライメージは、http://

www.oracle.com/

technetwork/server-storage/solaris11/downloads/index.htmlからダウンロードでき
ます。

x86ベースのシステムでは、USBイメージをダウンロードすることもできます。

イメージをダウンロードしたら、次のいずれかの手順に従います。

■ CD、DVD、USBスティックなどのリムーバブルメディアにイメージをコ
ピーし、手順 2と 3に進みます。

始める前に
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■ Live CDの ISOイメージまたはテキストインストーライメージの場合は、イメージ
をシステムに保存してから、仮想マシン内で実行できます。39ページ
の「VirtualBoxでのOracle Solaris 11 Expressの実行」を参照してください。

使用しているシステムでインストーラを実行するための要件と制限事項を確認しま
す。

a. すべての必要なシステム要件が満たされていることを確認します。16ページ
の「Oracle Solarisをインストールするためのシステム要件」を参照してくださ
い。

b. 17ページの「インストールに関するその他の考慮事項」を確認します。

c. 必要なデバイスドライバがすべて揃っていることを確認します。26ページ
の「適切なデバイスドライバがあることの確認」を参照してください。

注 –デバイスドライバユーティリティーには 1.5Gバイト以上のメモリーが必要な
場合があります。インストールを実行するために必要なデバイスがシステムに
揃っている場合、まずインストールを完了し、次にインストールしたハード
ディスクを起動してから、デバイスドライバユーティリティーを実行します。こ
のとき、ユーティリティーはインストールしたシステム上のスワップ空間を利用
できます。

Oracle Solaris 11 Expressのインストールに関する次のいずれかのオプションを選択し
ます。

■ システムにインストールするオペレーティングシステムがOracle Solaris 11 Express
だけの場合は、33ページの「対話式インストーラを使用したOracle Solaris 11
Expressのインストール」の手順を参照してください。

■ 複数のオペレーティングシステムのインストールをサポートする環境を設定する
場合は、次の手順を実行します。

a. 17ページの「複数のオペレーティングシステムのインストールをサポートす
るブート環境の準備」にある仕様を確認します。

注意 –システムにOracle Solaris fdiskパーティションがすでに存在している場
合、インストーラはこのパーティションを上書きします。

b. システムをバックアップします。
システムをパーティション分割するときは、この手順を実行することを強くお
勧めします。手順については、19ページの「インストール前にシステムを
パーティション分割するためのガイドライン」の手順 1を参照してください。
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c. インストールの前にシステムをパーティション分割する場合は、19ページ
の「インストール前にシステムをパーティション分割するためのガイドライ
ン」を参照してください。

33ページの「対話式インストーラを使用したOracle Solaris 11 Expressのインス
トール」の手順に従います。

仮想マシンでOracle Solaris 11 Expressを実行する
ための準備
Oracle Solarisを仮想マシンで実行するための各種オプションを次に示します。

■ VirtualBoxソフトウェアで、Oracle Solaris Live CDの ISOイメージを「guest」とし
て実行します。手順については、39ページの「VirtualBoxでのOracle Solaris 11
Expressの実行」を参照してください。

■ ディストリビューションコンストラクタを使用して、独自のインストール済み
Oracle Solaris仮想マシンを設計および構築します。

■ Mac OS Xを実行しているシステムにOracle Solaris 11 Expressをインストールする
とき、Parallelsもインストールされている場合は、47ページの「Parallelsがイン
ストールされたMac OS XシステムでのOracle Solarisの実行」を参照してくださ
い。

適切なデバイスドライバがあることの確認
Oracle Solarisをインストールする前に、システムのデバイスがサポートされているか
どうかを調べます。http://www.sun.com/bigadmin/hcl/data/os/のハードウェア互換
性リスト (HCL)には、Oracle Solarisが正常に動作することが確認または報告されてい
るハードウェアについての情報が掲載されます。Solaris on x86 Platforms Device
Supportツールは、どのOracle Solarisドライバが各種の x86コンポーネントをサ
ポートするかを通知します。

次のユーティリティーを使用しても、デバイスドライバが使用可能かどうかを調べ
ることができます。

■ デバイスドライバユーティリティー

デバイスドライバユーティリティーでは、Oracle Device Detection Toolと同じ情報
を得ることができます。このユーティリティーはOracle Solaris 11 Express Live CD
の ISOイメージから、またインストール先システムのデスクトップから実行でき
ます。テキストインストーラのメニューオプションからこのユーティリティーを
実行することもできます。

■ Oracle Device Detection Tool
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Oracle Device Detection Toolでは、使用しているシステムで検出されたデバイス
が、最新のリリースによりサポートされているかどうかが報告されます。この
ツールは、各種のOracle Solaris 10リリース、Windows、Linux、Mac OS
X、FreeBSDなど、多くのシステムで動作します。HCL (http://www.sun.com/
bigadmin/hcl/data/os/)には、Oracle Device Detection Toolへのリンクが用意され
ています。このツールを使用するための手順については、30ページの「Oracle
Device Detection Toolを使用する方法」を参照してください。

▼ デバイスドライバユーティリティーを使用する方
法
デバイスドライバユーティリティーは、システム上のデバイスと、各デバイスを管
理するドライバについての情報を提供します。このユーティリティーは、システム
に検出されたすべてのデバイスに対応するドライバが、現在ブートしたオペ
レーティングシステムに存在するかどうかを報告します。デバイスにドライバが関
連付けられていない場合、デバイスドライバユーティリティーは、インストールす
るドライバパッケージを推奨します。

デバイスドライバユーティリティーは、インストールイメージを起動すると自動的
に実行されます。Oracle Solarisをインストールしたあとに、手動でデバイスドライバ
ユーティリティーを起動することもできます。

デバイスドライバユーティリティーを使用すると、使用しているシステムの情報を
HCL (http://www.sun.com/bigadmin/hcl/data/os/)に送信することもできます。情報
を送信すると、使用しているシステムとそのコンポーネントが「Reported to
Work」としてHCLに掲載されます。

次のいずれかの方法でデバイスドライバユーティリティーを起動します。

■ Live CDのインストールイメージを起動します。
Live CDの ISOイメージを起動すると、デバイスドライバユーティリティーが
バックグラウンドで実行されます。システムに存在しないドライバが、デフォル
トの発行元が提供する IPSパッケージに見つかった場合、デバイスドライバ
ユーティリティーはそのドライバパッケージを自動的にインストールします。シ
ステムに存在しないドライバがほかにもある場合、ユーティリティーのウィンド
ウを表示するように指示するダイアログが表示されます。このウィンドウで報告
を確認し、システムに存在しない追加のドライバをインストールできます。

■ Live CDのデスクトップからデバイスドライバユーティリティーを手動で起動しま
す。

Live CDのデスクトップからデバイスドライバユーティリティーを手動で起動す
るには、デスクトップ上の「デバイスドライバユーティリティー」アイコンをダ
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ブルクリックします。または、メインメニューから「アプリケーション」→「シ
ステムツール」→「デバイスドライバユーティリティー」を選択します。

■ Oracle Solarisテキストインストーライメージを起動します。
テキストインストーラからデバイスドライバユーティリティーを起動するに
は、初期メニューから「Install Additional Drivers」を選択します。

注 –テキストインストーラがブートすると、Oracle SolarisのNWAM機能がデ
フォルトで設定されます。DHCPを使用している場合、デバイスドライバ
ユーティリティーを使用するための追加のネットワーク設定は不要です。DHCP
を使用していない場合は、初期メニューで「シェル」オプションを選択し、デバ
イスドライバユーティリティーを使用する前に、適切なコマンドを使ってネット
ワーク設定を手動で構成します。

■ インストール先システムでデバイスドライバユーティリティーを起動します。
インストール先システムのデスクトップからデバイスドライバユーティリ
ティーを起動するには、メインメニューから「アプリケーション」→「システム
ツール」→「デバイスドライバユーティリティー」を選択します。

デバイスドライバユーティリティーがシステムをスキャンし、検出されたデバイス
のリストを表示します。このリストでは、デバイスを現在管理しているドライバの
製造元、モデル、名前などの情報が、検出されたデバイスごとに表示されます。ド
ライバが関連付けられていないデバイスをユーティリティーが検出した場合、デバ
イスリストでそのデバイスが選択されます。その状態から、デバイスの詳細情報を
表示したり、システムに存在しないドライバをインストールしたりできます。

特定のデバイスについて詳細を表示するには、次の手順に従います。

a. デバイスを右クリックし、ポップアップメニューから「詳細を表示」を選択しま
す。
「Device and Driver Details」ウィンドウが表示されます。このウィンドウには、デ
バイス名、ベンダー名、ノード名、ドライバ名、デバイスについてのその他の詳
細情報が表示されます。

b. システムに存在しないドライバについて詳細を表示するには、選択したデバイス
の「情報」リンクをクリックします。
現在デバイスを管理しているドライバが存在しない場合、デバイスリストの「ド
ライバ」列に、そのデバイスのドライバの状態が表示されます。

■ システムに存在しないドライバが、構成済みの IPSパッケージリポジトリのい
ずれかに存在する場合、そのデバイスエントリのドライバ状態は「IPS」で
す。

■ システムに存在しないドライバが System V Revision 4パッケージ (SVR4)に存在
する場合、そのデバイスエントリのドライバ状態は「SVR4」です。
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■ システムに存在しないドライバがDUパッケージに存在する場合、そのデバイ
スエントリのドライバ状態は「DU」です。

■ このデバイスのOracle Solarisドライバをデバイスドライバユーティリティーが
見つけられない場合、ドライバの状態は「UNK」です。

次のようにして、システムに存在しないドライバをインストールします。

■ IPSドライバをインストールするには、次の手順に従います。

a. 表の対応する行の「情報」リンクをクリックし、デバイスのドライバが含まれ
る IPSパッケージについての情報を表示します。
「情報」リンクをクリックすると、「パッケージ」ラジオボタンのテキスト
フィールドに関連するパッケージ情報が表示されます。ドロップダウンメ
ニューから、正しい発行元が選択されます。

b. パッケージをインストールするには「インストール」ボタンをクリックしま
す。

■ 「情報」リンクをクリックして、未構成の発行元が提供する IPSパッケージ
が表示された場合は、次の手順に従います。

i. リポジトリドロップダウンメニューから「リポジトリを追加」を選択し
ます。

「リポジトリマネージャー」ウィンドウが表示されます。

ii. 新しいリポジトリの名前とURIを追加し、「追加」をクリックします。

■ 「パッケージ」フィールドに情報が自動入力されない場合、「情報」リン
クから IPSパッケージの名前を入力して、「インストール」をクリックしま
す。

■ SVR4ドライバまたはDUドライバをインストールするには、次の手順に従いま
す。

■ パッケージのURLがわかっている場合、「ファイル/URL」フィールドにURLを
入力して「インストール」をクリックします。

■ パッケージのコピーがシステム上にある場合、「参照」ボタンを使用して
パッケージを選択し、「インストール」をクリックします。

■ ドライバ状態が「UNK」と表示される場合は、次の手順に従います。

a. このドライバで管理するデバイスの名前をクリックします。

3
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b. 関連するパッケージ情報を「パッケージ」フィールドまたは「ファイ
ル/URL」フィールドに入力し、「インストール」をクリックします。

c. (省略可能)デバイスに対応するドライバについての情報を共有するには、「送
信」ボタンをクリックします。

(省略可能)「送信」ボタンをクリックすると、使用中のシステムとそのコンポーネン
トが「Reported to Work」としてHCLに掲載されます。

「ハードウェア互換リストに情報を送信」ウィンドウが開きます。このウィンドウ
には、システムについて収集されたすべての情報が表示されます。

a. ドロップダウンリストから「システムタイプ」を選択します。

b. 情報が自動入力されなかったフィールドに、適切な情報を入力します。

■ 「製造元名」はシステムのメーカーの名称です (例:
Toshiba、Hewlett-Packard、Dellなど)。

■ 完全なモデル番号を入力します。

「BIOS/ファームウェアのメーカー」は、通常、システムのブート時に表示さ
れる BIOS設定画面の情報です。

■ 「CPUタイプ」は、CPUのメーカーの名前です。

c. 氏名と電子メールアドレスを入力します。

d. 追加のコメントがあれば「一般的なメモ」フィールドに入力し、「送信」をク
リックします。

■ インターネットにアクセスできない場合は、「保存」ボタンをクリックしてレ
ポートをあとで送信します。

デバイスドライバユーティリティーの使用方法の詳細を参照するには、「ヘル
プ」ボタンをクリックしてください。

▼ Oracle Device Detection Toolを使用する方法
デバイスドライバユーティリティーの代わりにOracle Device Detection Toolを使用す
ると、システム上のすべてのデバイスに対応したドライバが現在のリリースに含ま
れているかどうかを調べることができます。

16ページの「Oracle Solarisをインストールするためのシステム要件」節の情報を確
認してください。

4
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ブラウザを開いて、http://www.sun.com/bigadmin/hcl/hcts/device_detect.jspにア
クセスします。

「Using Oracle Device Detection Tool」セクションで、「Start Oracle Device Detection
Tool」オプションをクリックします。

ライセンス契約に同意します。

ddtoolのダウンロードリンクをクリックします。

「JavaWSで開く」オプションを選択し、「実行」を選択します。
ツールが実行されますが、システムにはインストールされません。

必要なドライバが利用可能かどうかを調べる対象の「ターゲットオペレーティング
システム」を選択します。

追加情報を表示するには、「ヘルプ」ボタンをクリックします。

関連情報
より詳細な情報については、次の追加のリソースを参照してください。

トピック どこでより詳細な情報を見つけるか

AIメディアを使用して複数のシステムへの
インストールを実行する方法について詳し
く調べる。

『Oracle Solaris 11 Express自動インストーラガイド
』

Oracle Device Detection Toolの使用方法につ
いて詳しく調べる。

http://www.sun.com/

bigadmin/hcl/hcts/device_detect.jsp

デバイスドライバユーティリティーの使用
方法について詳しく調べる。

デバイスドライバユーティリティーのオンライン
ヘルプを参照してください。

ディスクおよびデバイスを管理するための
システム管理タスクについて調べる。

『System Administration Guide: Devices and File
Systems』

1

2

3

4

5

6
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Oracle Solaris 11 Expressのインストール

Oracle Solaris 11 Expressをインストールする場合、次の中からインストールオプ
ションを選択できます。

■ 33ページの「対話式インストーラを使用したOracle Solaris 11 Expressのインス
トール」

■ 39ページの「VirtualBoxでのOracle Solaris 11 Expressの実行」
■ 47ページの「ParallelsがインストールされたMac OS XシステムでのOracle Solaris
の実行」

対話式インストーラを使用したOracle Solaris 11 Express
のインストール

Oracle Solarisは、Live CDのGUIインストーラまたはテキストインストーラオプ
ションを使ってインストールできます。どちらのインストーラを使用しても、Oracle
Solarisを x86プラットフォームにインストールできます。テキストインストーラ
は、SPARCプラットフォームにOracle Solarisをインストールする場合にも使用でき
ます。どちらのインストーラも、512Mバイト以上のメモリーで実行できます。どち
らのインストーラを使用する場合も、インストール時にパーティションを選択、作
成、または変更できます。

テキストインストーラには、GUIにはない次の利点があります。

■ オペレーティングシステムを SPARCまたは x86ベースのシステムにインストール
できる。テキストインストーラでは、VTOCスライスまたはパーティションを選
択、作成、または変更して、インストールに使用できる。

■ グラフィックスカードを搭載していない (または必要とする)システムで使用でき
る。

■ システムの仕様に応じ、要求されるメモリーがGUIインストーラよりも少なくて
済む。

3第 3 章
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注 –テキストインストーラを使用する場合は、Live CDからインストールする際に含
まれるソフトウェアパッケージすべてがインストールされるわけではないことに留
意してください。特に、テキストインストーラでは、GNOMEデスクトップはイン
ストールされません。インストール済みシステムのコマンド行から作業を行いま
す。テキストインストーラを使用したインストールの実行後に、追加パッケージを
インストールする方法については、付録 B「Oracle Solaris 11 Expressリリースのトラ
ブルシューティング」を参照してください。

Live CDの ISOイメージまたはテキストインストーライメージをダウンロードするに
は、http://www.oracle.com/

technetwork/server-storage/solaris11/downloads/index.htmlにアクセスしてくださ
い。

対話式インストールの設定とガイドライン
次に、Live CDのGUIインストーラおよびテキストインストーラで使用されるデ
フォルトネットワークとセキュリティー設定を示します。

■ Oracle Solarisのネットワークは、DHCPを使用して自動的に設定され、DNS
(Domain Name System)の解決が行われます。
DNSドメインとサーバーのインターネットプロトコル (Internet Protocol、IP)アド
レスはDHCPサーバーから取得されます。

■ IPv6は無効になります。
■ NFSv4ドメインは動的に派生されます。
■ サービス管理機能 (Service Management Facility、SMF)により制御される nwamd

デーモンが、自動ネットワーク構成を実行します。
■ Kerberosは無効になります。

Oracle Solarisをインストールするときは、ディスクパーティション分割に関する次の
重要な情報に留意してください。

■ 次のいずれかに当てはまる場合、インストールによってディスクレイアウト全体
が上書きされます。
■ ディスクテーブルが読み込めない。
■ ディスクが事前にパーティション分割されていない。
■ インストール用のディスク全体を選択します。

■ ディスクまたはパーティションが 2Tバイトより大きい場合でも、OSのインス
トールに使用できる最大容量はそのうちの 2Tバイトです。インストールを成功
するのに十分な容量のないディスクには、そのことを示すラベルが付けられま
す。

対話式インストーラを使用したOracle Solaris 11 Expressのインストール
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■ システム上に既存のOracle Solaris fdiskパーティションが存在し、ユーザーが既
存のパーティションを変更しない場合は、Oracle Solaris fdiskパーティションのみ
がインストールによって上書きされます。ほかの既存パーティションは変更され
ません。

インストール前のシステムのパーティション分割の詳細については、19ページ
の「インストール前にシステムをパーティション分割するためのガイドライン」を
参照してください。

対話式インストール中のシステムのパーティション分割については、20ページ
の「対話式インストール中にシステムをパーティション分割するためのガイドライ
ン」を参照してください。

対話式インストールの実行
Live CDのGUIインストーラまたはテキストインストーラのどちらを使用する場合で
も、インストールの基本手順は同じです。ただし、手順の実行順序、および各イン
ストールパネルに表示される詳細情報は、使用するインストーラ、およびインス
トール先のプラットフォームが SPARCであるか x86であるかによって異なる可能性
があります。

次に示す基本的なインストール手順を確認します。各インストーラ画面で実行する
手順の詳細については、その画面のオンラインヘルプを参照してください。

対話式インストーラを使用したOracle Solaris 11 Expressのインストール
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表 3–1 対話式インストールの手順

ステップ 説明

1.予備的なタスクを
すべて完了します。

第 2章「Oracle Solaris 11 Expressをインストールする準備」に記載されてい
るガイドラインを確認します。特に、Oracle Solarisをパーティションまたは
スライスに設定およびインストールすることを計画していて、まだ実行し
ていない場合は、21ページの「x86:対話式インストール中の
パーティションの設定」の情報を確認してください。

Live CDの ISOイメージまたはテキストインストーライメージをダウン
ロードしてから、CD、DVD、USBスティックなどのリムーバブルメディア
にイメージをコピーできます。また、VirtualBox内でイメージを実行するこ
ともできます。

Oracle Solaris Live CDの ISOイメージまたはテキストインストーライメージ
をダウンロードするには、http://www.oracle.com/

technetwork/server-storage/solaris11/downloads/index.htmlにアクセスし
てください。

注 – Linuxオペレーティングシステムがすでにインストールされている場合
は、既存の menu.lstファイルのコピーを、インストール後に使用できるよ
うにUSBドライブに保存する必要があります。手順については、75ページ
の「インストール済みの Linux OSエントリのGRUBメニューへの追加」を
参照してください。

2.インストールメ
ディアを挿入し、シ
ステムをブートして
から、予備的な言語
選択を行います。

Live CDで、GRUBメニューが表示されたら、「Boot From CD」オプション
を選択します。
■ Live CDへのログインプロンプトが表示されたら、ユーザー名とパス
ワードの両方に jackを指定してください。

■ rootパスワードは solarisです。

3. (必要な場合)イン
ストールに必要
な、不足しているド
ライバをすべてイン
ストールします。

Live CDからブートした場合、不足しているドライバが存在すると、プロン
プトが表示されます。デバイスドライバユーティリティーの使用方法に従
い、インストールに必要なドライバをすべて見つけて、インストールしま
す。

また、テキストインストーラの初期メニューのオプション #2を選択して必
要なドライバをインストールしてから、オプション #1を選択してOracle
Solarisをインストールすることもできます。

デバイスドライバユーティリティーの使用方法については、27ページ
の「デバイスドライバユーティリティーを使用する方法」を参照してくだ
さい。

4.インストールを開
始します。

■ Live CDのデスクトップで、「Oracle Solarisをインストールする」アイコ
ンをダブルクリックしてGUIインストーラを起動します。

■ テキストインストーラの初期メニューで、オプション #1を選択して
Oracle Solarisのインストールを開始します。

対話式インストーラを使用したOracle Solaris 11 Expressのインストール
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表 3–1 対話式インストールの手順 (続き)
ステップ 説明

5.インストール先を
選択します。必要に
応じ
て、パーティション
やスライスのレイア
ウトを変更できま
す。

表示される一連の「ディスク」パネルで、オペレーティングシステムのイ
ンストール先をディスク全体にするか、ディスク上のパーティションまた
はスライスにするかを選択します。パーティションやスライスのレイアウ
トを変更できます。手順については、21ページの「x86:対話式インス
トール中のパーティションの設定」および 23ページの「テキストインス
トーラによる Solaris VTOCスライスの設定」を参照してください。インス
トールのこのフェーズでは、いつでも設定を元に戻すことができます。

注意 –既存のパーティションテーブルを読み取れない場合は、提案された
パーティション分割がパネルに表示されます。その場合は、インストール
中にディスク上のデータがすべて破棄されます。

6.日付、時刻、タイ
ムゾーンの設定を完
了します。

デフォルトの日付と時刻を選択してから、タイムゾーンまたは場所を選択
します。可能な場合、インストーラは、システム内に設定されているタイ
ムゾーンをデフォルトとして使用します。

7.言語とロケールを
選択します。

言語とロケールを選択すると、インストールされたシステムの言語サ
ポートおよびその他のデータ形式が決定されます。テキストインストーラ
では、インストーラ実行前の、システム起動時に言語サポートが選択され
ます。

システムにログインするときは、いつでもデフォルトロケールまたは特定
のセクションのロケールを変更できます。ログイン時にロケールを変更す
るには、ログイン画面の「言語メニュー」を使用します。
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表 3–1 対話式インストールの手順 (続き)
ステップ 説明

8.ユーザー設定を完
了します。

ユーザーアカウント設定を完了するには、ログイン名とパスワードが必要
です。
■ ユーザー名とパスワードを入力します。

■ ログイン名は英文字で始まる必要があり、英文字と数字のみを含め
ることができます。

■ テキストインストーラの場合は、rootパスワードを入力します。
インストール時にユーザーアカウントを作成しない場合は、rootア
カウントが役割ではなく、通常のユーザーアカウントとして設定さ
れます。

■ GUIインストーラの場合は、インストール時に rootパスワードを入
力する必要はありません。
インストール済みのシステムではデフォルトで、初期の rootパス
ワードが、インストール時に入力したユーザーアカウントパス
ワードになります。

注 – rootパスワードの初回使用時に、パスワードを変更するように
促されます。

■ コンピュータ名を入力するか、デフォルトを使用します。このフィール
ドを空白にすることはできません。
GUIインストーラでは、ユーザーパネルにコンピュータ名フィールドが
含まれています。テキストインストーラでは、このフィールドはネット
ワーク構成パネル内に存在します。

9.テキストインス
トーラのみ:ネット
ワーク構成情報を指
定します。

ネットワークの構成方法を指定します。次の方法があります。
■ DHCPを使って接続を自動構成します。

■ インストール時にはネットワーク構成手順をスキップし、インストール
後にネットワーク設定を行います。

10.インストール構
成を確認します。

インストール構成の確認画面で、構成内容を確認します。インストールを
開始する前に、必要に応じて以前の手順に戻って変更を加えます。

11.指定した構成で
システムをインス
トールします。

Oracle Solarisのインストール処理が開始されます。

注意 –インストールの進行中に処理を中断させないでください。インス
トールを完了しないと、ディスクが未確定な状態のままになります。

12.インストールロ
グを確認します。

「完了」パネルで、インストールログを表示および確認できます。

対話式インストーラを使用したOracle Solaris 11 Expressのインストール
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表 3–1 対話式インストールの手順 (続き)
ステップ 説明

13.システムをリ
ブートするか、イン
ストーラを終了して
システムをシャット
ダウンします。

インストールが成功したら、システムをリブートするか、インストーラを
終了してシステムをシャットダウンします。

次回システムのブートを開始するときに Live CDを取り出してください。ま
たは、GRUBメニューの「Boot from Hard Disk」オプションを選択してくだ
さい。

インストールに失敗した場合は、インストールログを表示して、インス
トールを終了できます。

14. (省略可能)任意
の追加手順を実行し
ます。

詳細は、47ページの「関連情報」を参照してください。

VirtualBoxでのOracle Solaris 11 Expressの実行
ここでは、VirtualBoxソフトウェア内部で Live CDの ISOイメージを実行する方法を
説明します。VirtualBox内部でテキストインストーライメージを実行することも可能
です。

VirtualBoxは、オペレーティングシステム上で動作し、仮想マシンと呼ばれる仮想環
境を提供するアプリケーションです。このアプリケーションを使って、仮想マシン
内に「ゲスト」と呼ばれるほかのオペレーティングシステムをインストールできま
す。

Oracle Solarisでは、VirtualBox向けのホストオペレーティングシステムのサポートが
改善されています。設定に応じて、オペレーティングシステムが、ホストオペ
レーティングシステムに接続されているUSBデバイスをゲストオペレーティングシ
ステムにプロキシできるようになりました。

注 – Oracle Solarisは、VMwareなどのほかの仮想アプリケーションにインストールし
て実行することも可能です。

次の表に、VirtualBoxによりサポートされるホストオペレーティングシステムを示し
ます。

表 3–2 VirtualBoxのホスト

ホストオペレーティングシステム サポートされるバージョン

Oracle Solaris すべてのバージョン

VirtualBoxでのOracle Solaris 11 Expressの実行

第 3章 • Oracle Solaris 11 Expressのインストール 39



表 3–2 VirtualBoxのホスト (続き)
ホストオペレーティングシステム サポートされるバージョン

Windows ■ Windows XP –すべてのサービスパック
■ Windows Server 2003
■ Windows Vista (32ビットおよび 64ビット)

32-bitおよび 64-bitシステム上の Linux ■ Debian GNU/Linux 3.1 (以降)
■ Fedora Core 4 (以降)
■ Gentoo Linux
■ Mandriva 2007.1および 2008.0
■ OpenSuSE 10.1 (以降)
■ Red Hat Enterprise Linux 3 (以降)
■ SuSE Linux 9 (以降)
■ Ubuntu 5.10 (以降)

Mac OS X (Intel) すべてのバージョン

▼ VirtualBoxをダウンロードおよびインストールし
てOracle Solarisで使用する方法
VirtualBox内でOracle Solarisを実行するには、最初にVirtualBoxソフトウェアをシス
テムにインストールする必要があります。VirtualBoxのインストールに成功したあと
で、Live CDの ISOイメージを仮想ゲストとして実行できます。または、Oracle
SolarisをVirtualBox内部にインストールし、インストールしたシステムを仮想ゲスト
として実行することもできます。

注 – VirtualBoxソフトウェアをインストールし、Oracle SolarisをVirtualBox内にインス
トールする場合、10Gバイト以上のディスク容量が推奨されています。

使用するオペレーティングシステムに適したVirtualBoxソフトウェアをダウンロード
します。

アプリケーションをデスクトップまたはローカルディスクに保存します。

Live CDの ISOイメージをダウンロードします。

イメージをダウンロードするには、http://www.oracle.com/

technetwork/server-storage/solaris11/downloads/index.htmlにアクセスしてくださ
い。ダウンロードが完了するまで、数分かかる場合があります。

VirtualBoxファイルを格納したのと同じ場所にファイルを保存すると便利です。
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注 – Live CDの ISOイメージには、約 685Mバイトのディスク容量がハードドライブに
必要です。

「ホスト」オペレーティングシステムに固有の手順に従って、適切なバージョンの
VirtualBoxをインストールします。

■ VirtualBoxをWindowsまたはMac OS X (Intel)システムにインストールする手順に
ついては、41ページの「VirtualBoxをWindowsまたはMac OS X (Intel)システムに
インストールする方法」を参照してください。

■ LinuxシステムにVirtualBoxをインストールする手順については、42ページ
の「LinuxシステムにVirtualBoxをインストールする方法」を参照してください。

43ページの「Oracle Solarisソフトウェアを使用するためにVirtualBoxを設定する方
法」の指示に従って、VirtualBoxを構成します。

45ページの「VirtualBoxを使ってOracle Solaris 11 Expressを起動する方法」の指示に
従って、Oracle Solarisを起動します。

▼ VirtualBoxをWindowsまたはMac OS X (Intel)シス
テムにインストールする方法

ダウンロードしたVirtualBoxのインストールファイルまたはフォルダに移動します。

Mac OS Xの場合、これは .dmgイメージファイルです。

インストールを開始するには、VirtualBoxインストールファイルをダブルクリックし
て、「次へ」または「続行」をクリックします。

ライセンス契約に同意して、「次へ」または「続行」をクリックします。

VirtualBoxソフトウェアをインストールする場所を選択します。

「デフォルトの場所を受け入れる (Accept the Default Location)」または「場所を変更
する (Modify the Location)」を選択できます。

注 – VirtualBoxとOracle Solaris Live CD ISOイメージの両方をインストールするに
は、10Gバイト以上のディスク容量が必要です。

「インストール」をクリックします。

プロンプトが表示されたら、ユーザーパスワードを入力します。
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インストールが完了したら、「閉じる (Close)」または「完了 (Finish)」をクリックし
ます。

▼ LinuxシステムにVirtualBoxをインストールする方
法
LinuxディストリビューションにVirtualBoxがプリインストールされている場合で
も、最新バージョンのVirtualBoxをダウンロードしてください。インストール済み
のVirtualBoxソフトウェアは多くの場合Open Source Edition (OSE)であり、Oracle
Solaris 11 Expressを実行するには適していない可能性があります。手順については、
40ページの「VirtualBoxをダウンロードおよびインストールしてOracle Solarisで使用
する方法」を参照してください。

端末ウィンドウを開き、rootの役割を引き受けるか、rootユーザーになります。
$ su root

Password:

VirtualBoxのインストールファイルの場所を確認します。

使用する Linuxディストリビューションに応じて、次のいずれかのコマンドを入力し
てインストール処理を開始します。

■ Fedoraや SuSE、Red Hatなど、rpmベースのシステムの場合は、次のコマンドを入
力します。
# rpm -ihv filename

■ DebianやUbuntuなど、debベースのシステムの場合は、次のコマンドを入力しま
す。
# dpkg -i filename

前のコマンドの filenameは、ダウンロードしたインストールファイルの名前で
す。

特定の依存関係を満たすために、追加のパッケージをインストールする必要がある
場合があります。

インストーラはプリコンパイルされたカーネルモジュールを探します。使用してい
るシステムでコンパイル済みのカーネルモジュールが見つからない場合は、インス
トーラがカーネルモジュールのコンパイルとインストールを行おうとします。

6
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注 –インストーラがカーネルモジュールを構築するに
は、gcc、make、binutils、kernel headerなどの基本的な構築ユーティリティーがイ
ンストールされている必要があります。Linuxシステムでは、通常はこれらの
ユーティリティーは標準インストールの一部です。これらのユーティリティーがす
ぐに使用できる状態にない場合、インストーラはカーネルモジュールを構築できま
せん。この場合、構築ユーティリティーをインストールし、/etc/init.d vboxdrv

setupコマンドをルートユーザーとして実行することで、カーネルモジュールのコン
パイルを手動で開始する必要があります。

現在のユーザーを vboxusersグループに追加します。

a. 端末ウィンドウで次のように入力します。
# usermod -G vboxusers -a username

usernameは現在のユーザーのユーザー名です。

b. 変更内容を適用するには、システムからログアウトして再度ログインします。

VirtualBoxを起動するには、端末ウィンドウを開いてVirtualBoxと入力し、Enter
キーを押します。

ライセンス契約を受け入れて、続行します。

▼ Oracle Solarisソフトウェアを使用するために
VirtualBoxを設定する方法
Oracle Solaris Live CDの ISOイメージを持っている場合は、ホストオペレーティング
システムをブートしてから、Live CDを挿入します。Live CDの ISOイメージをダウ
ンロードするには、http://www.oracle.com/

technetwork/server-storage/solaris11/downloads/index.htmlにアクセスしてくださ
い。

次のいずれかの方法でVirtualBoxを起動します。

■ Windowsの場合は「スタート」ボタンをクリックして、プログラムのリストから
VirtualBoxを選択します。

■ Linuxの場合は、端末ウィンドウを開き、VirtualBoxと入力して Enterキーを押し
ます。

■ Mac OS Xでは、ファインダーでアプリケーションフォルダを開いてVirtualBoxをダ
ブルクリックします。
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VirtualBoxを最初に起動した際に、ユーザー登録の情報を入力して「確認」をク
リックしてください。

VirtualBoxのメインウィンドウが表示されます。

VirtualBoxのウィンドウの左側にある「新規」アイコンをクリックします。

ポップアップメニューで、「次へ」をクリックします。

仮想マシンの名前を入力します。

ドロップダウンリストから、オペレーティングシステムとして「Oracle Solaris」を選
択して、「次へ」をクリックします。

VirtualBox内部のOracle Solarisインストールに割り当てるRAM (Random Access Memory)
の容量を選択して、「次へ」をクリックします。

注 – 2Gバイト以上のメモリーを搭載するシステムの場合は、最適なパフォーマンス
を得るために 1Gバイトを選択します。推奨される最小サイズは、512Mバイトで
す。

リストから仮想ディスクイメージ (Virtual Disk Image、vdi)の名前を選択するか、また
は新しい名前をリストに追加します。

初期インストールの場合:

a. 「新規」を選んで「次へ」をクリックします。

b. デフォルトの「イメージを動的に拡張する」を受け入れて「次へ」をクリックし
ます。

c. デフォルトの名前をそのまま使うか、またはパスと名前を入力してから、イ
メージに容量を割り当てます。

d. 設定を完了したら「次へ」をクリックします。

e. 「完了」をクリックしてディスクイメージを作成します。

新しい vdiファイルが選択された状態でVirtual Disk Manager GUIの初期画面が表示さ
れたら「次へ」をクリックします。

概要画面に表示された内容を確認して「完了」をクリックします。

VirtualBoxのメインウィンドウが開きます。仮想Oracle Solarisマシンが左のパネルに
表示され、仮想マシンとして利用ができる状態になっています。
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「詳細」タブで、「CD/DVD-ROM」リンクをクリックします。

「CD/DVDドライブのマウント」にチェックマークを付け、次のいずれかを行いま
す。

■ Live CDの ISOイメージを使用している場合は、「ホストCD/DVDドライブ」を選択
し、「設定」画面を閉じます。

これで完了です。

■ ダウンロードしたOracle Solaris Live CDの ISOイメージを使用している場合
は、「ISOイメージファイル」を選択し、次の手順に進みます。

ドロップダウンリストから、ダウンロードしたOracle Solaris ISOイメージを選択しま
す。

■ Live CDの ISOイメージがリストに表示されない場合は、次の手順でイメージを追
加してください。

a. ドロップダウンリストから「選択」アイコンをクリックします。

b. 「CD/DVD Images」タブをクリックします。

c. 「Add」アイコンをクリックします。

d. ダウンロードしたOracle Solaris ISOイメージファイルを選択して、「開く」を
クリックします。

e. 「選択」をクリックし、「設定」画面を閉じます。

▼ VirtualBoxを使ってOracle Solaris 11 Expressを起動
する方法

次のいずれかの方法でVirtualBoxを起動します。

■ Windowsを実行している場合は、「スタート」ボタンをクリックします。次
に、プログラムのリストから「VirtualBox」を選択します。

■ Linuxを実行している場合、GNOMEデスクトップの「システムツール」メ
ニュー、またはKDEデスクトップの「システム」メニューから「VirtualBox」を選
択します。
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■ Mac OS Xを実行している場合、Finderで「アプリケーション」を開
き、「VirtualBox」ダブルクリックします。

仮想マシンのアイコンをダブルクリックするか、またはアイコンを 1回クリックし
て「起動」をクリックします。

CDに ISOイメージがない場合は、「CD/DVD-ROM」リンクをクリックしてOracle
Solaris Live CD ISOイメージファイルが選択されていることを確認してください。

キーボードレイアウトのリストが表示されたら、Enterキーを押してデフォルトの英
語を受け入れます。

■ あるいは、使用しているキーボードに対応する番号を入力し、Enterキーを押すこ
ともできます。

注 –カーソルを仮想デスクトップの外に移動できなくなってしまった場合は、ホスト
キーを使って解放できます。このキーはVirtualBoxウィンドウの右下にありま
す。Windowsまたは Linuxシステムでは、ホストキーは右側のCtrlキーです。Mac
OS Xシステムでは、ホストキーは左側のCmdキーになっています。

デスクトップの言語のリストが表示されたら、Enterキーを押してデフォルトの英語
を受け入れます。

■ または、別の言語の番号を入力してから、Enterキーを押すこともできます。

アプリケーションのロードには 1、2分ほどかかります。

デスクトップ画面が表示されると、そこはOracle Solarisソフトウェアが動作してい
る「ボックスの中」です。

Oracle Solarisを仮想ハードディスクにインストールするには、デスクトップにあ
る「Oracle Solarisをインストールする」アイコンをクリックします。
Oracle Solarisをインストールすることで、設定が保存され、ほかのプログラムを
VirtualBox内にインストールできるようになります。

インストール手順については、33ページの「対話式インストーラを使用したOracle
Solaris 11 Expressのインストール」を参照してください。
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ParallelsがインストールされたMac OS Xシステムでの
Oracle Solarisの実行

次の手順では、Mac OS Xが実行され、Parallelsがインストールされているシステムに
Oracle Solarisをインストールする手順を示します。

▼ Parallelsを使用してシステムにOracle Solaris 11
Expressをインストールする方法
http://www.parallels.com/files/upload/Parallels_Desktop_for_Mac_User_Guide.pdf

で『Macの Parallelsデスクトップユーザガイド』の手順を参照してください。

Parallels擬似環境の設定時に、ネットワーキングのオプションを「Ethernetブ
リッジ」に設定します。

Parallelsを使って、Live CDの ISOイメージを起動します。

インストールを続行します。

オペレーティングシステムをインストールしたら、ネットワークドライバをインス
トールします。

関連情報
より詳細な情報については、次の追加のリソースを参照してください。

トピック どこでより詳細な情報を見つけるか

ユーザーアカウントと役割を設定および管
理する方法を詳しく調べる。

第 5章「ユーザーと役割について」

ログインおよびユーザーアカウントに関す
る問題のトラブルシューティング。

83ページの「ログインおよびユーザーアカウントに
関する問題のトラブルシューティング」

インストール後に、インストール済みの
Linux OSエントリをGRUBメニューに手動
で追加する。

75ページの「Oracle Solarisのインストール後に Linux
エントリをGRUBメニューに追加する方法」

ネットワーク設定に関するシステム管理タ
スクについて調べる。

『System Administration Guide: Network Interfaces and
Network Virtualization』
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インストールしたシステムの検証と
ファイナライズ

この章には、インストールしたシステムのセットアップを完了するのに役立つ次の
情報が記載されています。

■ 49ページの「自動ネットワーク接続の管理」
■ 50ページの「追加のソフトウェアの入手」
■ 53ページの「印刷環境の管理」

自動ネットワーク接続の管理
Oracle SolarisのNetwork Auto-Magic (NWAM)機能では、起動時の有線または無線
ネットワークへの接続やネットワーク接続状態のデスクトップへの通知などの、基
本的および適度な EthernetおよびWiFi構成を行うことで、ネットワーク構成が簡略
化されています。デフォルトでは、NWAMはインストール処理時にシステムで有効
にされます。NWAMは、DHCPを使用して IPアドレスとDNS名の両方のサービス
構成パラメータを取得します。静的 IPアドレスおよび手動によるネームサービス設
定もサポートされています。NWAMでは、ネットワーク環境の変化に合わせて手動
または自動で格納および有効化される、さまざまなネットワーク構成が使用されま
す。

nwamdデーモンは、NWAMのポリシーコンポーネントです。このデーモンは、さま
ざまな役割で機能して、システムのネットワーク構成を管理します。nwamdデーモン
は、サービス管理機能 (Service Management Facility、SMF)によって管理されます。詳
細は、nwamd(1M)のマニュアルページを参照してください。

ネットワーク接続のステータスの確認
ネットワークに関する重要な情報は、GNOMEデスクトップのパネル通知領域に表
示される「ネットワークステータス」パネルアイコンを見ることで、すばやく確認
できます。「ネットワークステータス」パネルアイコンは、現在アクティブな
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ネットワーク接続に関する情報を参照し、NWAMを操作する主要な手段です。マウ
スをパネルアイコンの上に置いても、現在アクティブなネットワーク接続の情報を
表示できます。無線ネットワーク (存在する場合)の詳細情報を参照したり、現在ア
クティブなネットワークインタフェースを変更したりするには、「ネットワークス
テータス」パネルアイコンを右クリックして、追加メニューオプションにアクセス
します。

「ネットワークステータス」パネルアイコンの外観は、有効な有線または無線
ネットワークインタフェースに応じて変化します。たとえば次の図は、有効なすべ
てのインタフェースが無線で、接続されている (アクティブである)場合の、アイコ
ンを示しています。

一方、次の図は、有効なインタフェースの 1つ以上が有線で、切断されている (アク
ティブでない)場合のアイコンを示しています。

追加のソフトウェアの入手
Oracle Solaris 11 Expressのインストール後に、定期的に使用するソフトウェアアプリ
ケーションの一部が、まだすぐには使用できないことに気付く場合があります。こ
れらのソフトウェアアプリケーションは、パッケージマネージャーのGUIまたは IPS
コマンド行インタフェース (CLI)のいずれかを使用して、パッケージリポジトリから
インストールできます。

IPSは、ソフトウェアライフサイクル管理 (パッケージのインストール、アップグ
レード、削除など)を可能にするフレームワークです。また、IPSを使用すると、更
新を入手可能なインストール済みシステムで、それらのパッケージをすべてアップ
グレードすることもできます。

IPSでは、次の作業を行うことができます。
■ すでにシステムにインストールされているパッケージ、または指定した
パッケージリポジトリから入手可能なパッケージを検索する。

■ 検索可能なパッケージソース (発行元)を追加する.
■ パッケージの依存関係や、インストールする必要がある追加のパッケージな
ど、パッケージのインストールに関する情報を入手する。

■ 1回のクリックでパッケージをダウンロードしてインストールする。

追加のソフトウェアの入手
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■ システム上の既存のパッケージを更新する。
■ 既存のパッケージを削除 (アンインストール)する。

デフォルトのパッケージリポジトリを使用するには、システムがインターネットに
接続されている必要があります。

詳細は、pkg(1)のマニュアルページを参照してください。

▼ パッケージマネージャーを使用してソフトウェア
パッケージをインストールする方法
パッケージマネージャーは、IPS用のGUIです。パッケージマネージャーには、IPS
コマンドを使用することで提供される機能のサブセットが備わっていま
す。パッケージマネージャーを使用すると、発行元の検索や管理、ブート環境の管
理を行うことができます。次の手順では、パッケージマネージャーを使用してソフ
トウェアパッケージをシステムに追加する方法の概要について説明します。詳細な
手順については、パッケージマネージャーのオンラインヘルプを参照してくださ
い。

次のいずれかの方法で、パッケージマネージャーを起動します。

■ GNOMEデスクトップツールパネルで、「パッケージマネージャー」アイコンを
クリックします。

■ デスクトップにある「パッケージマネージャー」アイコンをダブルクリックしま
す。

■ デスクトップのメインメニューから、「システム」→「管理」→「パッケージマ
ネージャー」の順に選択します。

プロンプトが表示されたら、rootパスワードを入力します。

「パッケージマネージャー」ウィンドウが開き、定義した発行元のカタログが
ロードされます。

「表示」ドロップダウンメニューで、「すべてのパッケージ」オプションが選択さ
れていることを確認します。

「発行元」ドロップダウンメニューで、検索する発行元を選択するか、「すべての
発行元」(Ctrl + Fキーで検索)オプションを選択します。
新たにインストールされたOracle Solarisシステムには、solarisという 1つの発行元
(パッケージソース)が構成されています。solaris発行元のリポジトリは http://

pkg.oracle.com/solaris/releaseです。このWebサイトで、パッケージを検索でき
ます。また、パッケージマネージャーや pkgコマンドを使って検索することもでき
ます。

1
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「検索」フィールドに、インストールまたは更新するパッケージの名前または説明
に含まれる 1つの単語を入力して、Return (または Enter)キーを押します。

たとえば、OpenOfficeパッケージを検索するには、「検索」フィールド
に「office」と入力します。

■ または、「検索」フィールドの右にある拡大鏡アイコンをクリックして、その名
前のパッケージを検索します。

「状態」列に、パッケージがインストール済みかどうかが示されます。「状態」列
には、インストール済みのパッケージの更新が現在入手可能かどうかも示されま
す。

ヒント –マウスをアイコンの上に置いても、パッケージの現在の状態が表示されま
す。

パッケージを選択するには、パッケージ名の横のチェックボックスをクリックしま
す。

複数のチェックボックスを選択することで、一度に複数のパッケージを選択できま
す。

(省略可能)パッケージの詳細情報を表示するには、リスト内のパッケージエントリを
クリックして、パッケージを選択します。

■ 現在選択されているパッケージの依存関係を確認するには、「詳細」パネル
の「依存関係」タブをクリックします。

「詳細」パネルには、カーソルを使って現在選択しているパッケージの追加情報が
表示されます。複数のチェックボックスを選択して一度に複数のパッケージを選択
することは可能ですが、表示できるのは、現在選択されている 1つのパッケージの
詳細だけです。

「パッケージマネージャー」ツールバーの「インストール/更新」アイコンをク
リックして、1つまたは複数のパッケージをインストールします。

パッケージマネージャーより、パッケージの依存関係があるかどうかが確認および
評価されます。「インストール/更新の確認」ダイアログに、パッケージリストに表
示されているパッケージの名前、発行元、および概要が表示されます。

「続行」をクリックして、パッケージをインストールするか、リスト内の
パッケージを更新します。または、「キャンセル」をクリックしてインストールを
取り消します。

■ ライセンスダイアログボックスが表示されたら、ライセンス契約に同意し
て、パッケージをインストールします。
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「確認」ダイアログボックスに表示されているパッケージが、パッケージマ
ネージャーによりダウンロードおよびインストールされます。「インストール/更
新」ウィンドウに、インストールのログが表示されます。

インストールが正常に完了すると、パッケージマネージャーのパッケージリスト
の「状態」列に「インストール済み」の四角いアイコンが表示されます。

(省略可能)更新を入手可能なすべてのパッケージを更新するには、「更新」ボタンを
クリックします。

印刷環境の管理
CUPS (Common UNIX Printing System)は、Oracle Solaris 11 Expressのデフォルト印刷
サービスで、LP印刷サービスに置き換わるものです。CUPSはモジュール化された
印刷システムで、システムが印刷サーバーと印刷クライアントの両方の機能を果た
すことを可能にします。CUPSを実行しているシステムはホストになり、クライアン
トシステムからの印刷要求を受け付け、要求を処理して、適切なプリンタに送信し
ます。

CUPSには、WebブラウザインタフェースとGUIの両方があります。これらの各
ツールを使って、印刷環境を管理できます。Webブラウザインタフェースにアクセ
スするには、ブラウザの場所ツールバーに http://localhost:631を入力します。デ
スクトップからCUPS印刷マネージャーを起動するには、「システム」→「管
理」→「印刷マネージャー」の順に選択します。

ローカルCUPSサーバーとしてのシステムの設定
ローカルシステムをCUPSサーバーとして設定することができます。システムを
ローカルCUPSサーバーとして設定するには、特定のサーバー設定を指定する必要
があります。

開始するには、「システム」→「管理」→「印刷マネージャー」の順に選択し
て、CUPS印刷マネージャーのGUIを起動します。次に、「サーバー」→「設定」の
順に選択して「基本的なサーバー設定」ダイアログを表示します。

「基本的なサーバー設定」ダイアログで、次の設定を選択します。

「他のシステムで共有されているプリンターを表示する」
ほかのCUPS印刷キューを有効にして、ローカルシステムから表示可能にしま
す。

「このシステムに接続されている共有プリンタを公開」
システムで構成されているプリンタキューのリストを、ローカルエリアネット
ワーク (LAN)上のほかのシステムに公開します。

10

印刷環境の管理

第 4章 • インストールしたシステムの検証とファイナライズ 53



「インターネットからの印刷を許可する」
公開された印刷キューを LAN以外からもアクセス可能にします。

「リモート管理者を許可する」
印刷キューのリモート管理を可能にします。

「ユーザーに依頼をキャンセルすることを許可する (彼ら自身のものでなくても)」
ユーザーが任意の印刷ジョブを取り消すことができるようにします。

「トラブルシュートのためのデバッグ情報を保存する」
デバッグ情報を記録して、トラブルシューティングで使用できるようにします。

▼ CUPSを使用して新規ローカルプリンタを設定す
る方法

新しいプリンタをシステムに接続してから、プリンタの電源を入れます。

新しく接続されたプリンタがシステムによって検出されたあと、「プリンタの設
定」ダイアログが開き、新しいプリンタに関する情報が表示されます。

新しいプリンタの設定を完了するには、手順 2に進みます。

■ 自動的に検出されなかった新しいプリンタを追加する場合は、次の手順を実行し
ます。

a. 「システム」→「管理」→「印刷マネージャー」の順に選択して、デスク
トップからCUPS印刷マネージャーを起動します。

■ 端末ウィンドウからCUPS印刷マネージャーのGUIを起動するには、次のコ
マンドを入力します。
$ system-config-printer &

b. 「印刷の設定」ダイアログで、メインメニューから「サーバー」→「新規作
成」→「プリンタ」の順に選択します。
あるいは、メニューバーにある「新規作成」アイコンをクリックすることもで
きます。

c. プロンプトが表示されたら、rootパスワードを入力します。

「プリンタの設定」ダイアログが開き、設定されているすべてのプリンタと新
しいプリンタが表示されます。

1
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「デバイスの選択」ウィンドウで、適切なデバイスを選択し、「転送」をクリック
します。

デフォルトでは、CUPSはシステムに物理的に接続されているUSBデバイス、または
HAL (Hardware Abstraction Layer)によって検出されたデバイスを選択します。これら
の 2つのエントリが同じプリンタである場合があることに注意してください。

「ドライバの選択」ウィンドウで、プリンタの種類を選択し、「次へ」をクリック
します。

次の画面で、次のいずれかを行います。

■ デフォルトの「データベースからプリンタを選択する」オプションを使用しま
す。

このオプションが使用されている場合は、適切なプリンタの種類が自動的に選択
されます。

■ 次の手順に従って、ユーザー独自のPPDファイルを指定します。

a. 「PPDファイルを指定する」オプションを選択します。
「ファイルを選択」ウィンドウが開きます。

b. システム上の指定するPPDファイルを見つけ、「開く」をクリックして、その
PPDファイルを新しいプリンタに関連付けます。

注 –この手順では、PPDファイルをダウンロードしてシステムにコピーする方
法は説明していません。

次の「ドライバの選択」ウィンドウの左の区画から、プリンタモデルを選択しま
す。

右側のパネルでプリンタドライバを選択して、「次へ」をクリックします。

デフォルトでは、プリンタのために「推奨される」プリンタモデルとプリンタドラ
イバがCUPSによって選択されます。ただし、必要に応じて、使用可能なドライバ
のリストから別の選択を行うこともできます。

「インストール可能なオプション」ウィンドウで、使用可能ないずれかのオプ
ションを設定または変更し、「転送」をクリックします。

「プリンタの説明」ウィンドウで、プリンタに関する次の情報を指定します。

■ プリンタ名
■ 説明
■ 場所
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(省略可能)前の画面に戻って変更を行うには、「戻る」ボタンをクリックします。

変更を保存するには、「適用」をクリックし、プロンプトが表示されたら rootパス
ワードを入力します。

変更を保存したあと、新しく設定されたプリンタが「CUPS印刷マ
ネージャー」ウィンドウに表示されます。

このプリンタをデフォルトプリンタとして設定するには、プリンタを右クリック
し、次の手順を実行します。

a. 「デフォルトとして設定」オプションを選択します。

b. 「デフォルトプリンタの設定」ウィンドウで、次のいずれかのオプションを選択
します。

■ 「システム全体のデフォルトプリンタとして設定する」(デフォルト)
■ 「個人のデフォルトプリンタとして設定する」

プリンタの構成を保存します。

テストページを印刷し、プリンタが正しく構成され、機能していることを確認しま
す。

関連情報
より詳細な情報については、次の追加のリソースを参照してください。

トピック どこでより詳細な情報を見つけるか

NWAMの詳細な情報を見つける 『System Administration Guide: Network Interfaces and
Network Virtualization』の第 1章「Introduction to
NWAM」

IPSの詳細な情報を見つける 『Oracle Solaris 11 Express Image Packaging Systemガイ
ド』

デバイスドライバユーティリティーの詳
細な情報を見つける

デバイスドライバユーティリティーのオンラインヘル
プを参照してください。

CUPSを使用したプリンタの設定と管理
に関するシステム管理タスクを調べる

『System Administration Guide: Printing』の第 3
章「Setting Up and Administering Printers by Using CUPS
(Tasks)」を参照してください。
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ユーザーと役割について

この章では、Oracle Solarisオペレーティングシステムでのユーザー、役割、および権
利プロファイルの機能を説明する一般的な概要が記載されています。

ユーザーアカウント、役割、および権利プロファイル
Oracle Solarisでのユーザーアカウント、役割、および権利プロファイルの割り当て
は、役割に基づくアクセス制御 (Role-Based Access Control、RBAC)仕様に準拠してい
ます。RBACは、絶対的なスーパーユーザーモデルに代わる、より確実な保護機能を
提供します。

RBACでは、「最小特権」というセキュリティー原則を実装しています。最小特権
は、特定のジョブを実行するために必要な権限しかユーザーが持たないことを意味
します。通常のユーザー権限を超える権限は、権利プロファイルとしてグループ化
されます。これらのプロファイルは、役割と呼ばれる特殊なユーザーアカウントに
割り当てられます。ユーザーは、スーパーユーザー権限の一部を必要とするジョブ
を実行する場合に役割を引き受けます。

デフォルトのOracle Solarisシステム構成では、テキストインストールを使用した場
合、インストール中に作成されるユーザーアカウントに root役割が割り当てられま
す。インストール中にユーザーアカウントを作成しなかった場合、アカウントとし
て rootが設定されます。58ページの「ユーザーアカウントの設定方法」を参照して
ください。
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ユーザーアカウント、役割、および権利プロファイルの目的と機能をさらに詳しく
理解するには、次の情報を確認してください。

■ ユーザーアカウントはログインアカウントです。通常のユーザーはシステムにロ
グインしてそのシステムを使用できますが、システムを管理することはできませ
ん。

■ 役割はログインアカウントではありません。たとえば、root役割に直接ログイン
することはできません。代わりに、ユーザー名を使用してログインしてから、su

- rootコマンドを使用して root役割を引き受けます。ユーザーは自分のログイン
アカウントに割り当てられた役割のみを引き受けることができます。

■ 権利プロファイルは管理権限の集合で、通常は役割に割り当てられます
が、ユーザーに割り当てることもできます。権利プロファイルの名前は、System
Administratorや Printer Managementのように、プロファイルの権限を表しま
す。通常、システム管理者は権利プロファイルと同じ名前の役割を作成し、プロ
ファイルをその役割に割り当てます。また、権利プロファイルの構造は階層的で
あり、ある権利プロファイルにほかの権利プロファイルを含めることができま
す。ほかのプロファイルを含む権利プロファイルを役割に割り当てると、その役
割には、割り当てられたプロファイルの階層に含まれる全プロファイルの権限が
付与されます。

Oracle Solarisには定義済みの権利プロファイルが用意されています。これらのプロ
ファイルは /etc/security/prof_attrに定義され、root役割によって任意のアカウン
トに割り当てることができます。root役割にはすべての特権および承認が割り当て
られるため、rootユーザーがすべてのタスクを実行できるのと同様に、すべてのタ
スクを実行できます。

管理機能を実行するには、端末を開き、ユーザーを rootに切り替えます。その端末
で、すべての管理機能を実行できます。

$ su - root

Password: Type root password
#

シェルを終了すると、root権限は無効になります。

ユーザーアカウントの設定方法
Oracle Solarisのインストールプロセス中に、システムのユーザーアカウントとパス
ワードを作成するためのプロンプトが表示されます。

Live CDの ISOイメージからのGUIインストールでは、インストールの途中で
ユーザーアカウントとパスワードの情報をフィールドに入力する必要がありま
す。ユーザーパスワードは、システムの初期の rootパスワードでもあります。

ユーザーアカウントの設定方法
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注 –テキストインストールの途中で、システムの rootパスワードに加え
て、ユーザーアカウントとパスワードを作成するように求められます。このインス
トール方法の場合、rootユーザーは、インストールを実行するユーザーが引き受け
る役割です。ただし、インストール中にユーザーアカウントを作成しない場
合、rootは役割ではなくアカウントとして設定されます。

テキストインストーラを使用してOracle Solarisをインストールした場
合、ユーザーアカウントと rootに関してこの章で説明する仕様は該当しません。

ログイン、ユーザーアカウント、および rootに関する次の仕様を確認してくださ
い。

■ rootの役割はログインできません。インストール中に作成したユーザーとしてロ
グインしてください。ログイン後、root役割を引き受けてシステムの設定を行う
ことができます。役割を引き受けるには、端末ウィンドウを開いて su - rootコ
マンドを使用します。

インストールされたシステムに rootとしてログインしようとすると、エ
ラーメッセージが表示されます。「OK」をクリックして、インストール中に作
成したユーザーとしてログインしてください。

■ Oracle Solarisのインストール後、rootによるログインを許可するようにインス
トール先システムを変更できます。ただし、割り当て済みの役割としての rootを
まず削除する必要があります。

# usermod -R your-login

このコマンドは、割り当て済みのすべての役割を自分のログインアカウントから
削除します。

■ rootの役割を、ログイン可能なユーザーアカウントに変更できます。rootを
ユーザーに変更するには、端末ウィンドウで次のコマンドを入力します。

# rolemod -K type=normal root

root役割がまだユーザーに割り当てられている場合、このコマンドは失敗しま
す。

■ インストール中に入力したローカルのユーザー名またはパスワードを忘れた場合
は、83ページの「ログインのトラブルシューティング」の説明に従って、シス
テムを保守モードで起動します。

ユーザーアカウントの設定方法
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ユーザーアカウントへの役割の割り当て
役割はユーザーのみに割り当てることができます。

■ ユーザーアカウントに割り当てる役割を決定するには、端末ウィンドウを開いて
次のように入力します。

$ roles

root

■ 既存の役割をユーザーに割り当てるには、usermodコマンドを使用します。

# usermod -R zfssnap username
■ 役割を作成してユーザーに割り当てるには、roleaddコマンドを使用して役割を
作成し、usermodコマンドを使用してその役割をユーザーに割り当てます。

役割を作成するには、次の 2つのうちどちらかの方法を使用します。

# roleadd -K profiles="System Administrator" sysadmin

# roleadd sysadmin

# rolemod -P "System Administrator" sysadmin

役割を割り当てるには、次の手順に従います。

# usermod -R zfssnap,sysadmin username

詳細は、『System Administration Guide: Security Services』の第 8章「Using Roles and
Privileges (Overview)」を参照してください。

関連情報
より詳細な情報については、次の追加のリソースを参照してください。

トピック どこでより詳細な情報を見つけるか

RBACの構成および使用方法について詳し
く調べる。

『System Administration Guide: Security
Services』の「Configuring and Using RBAC」

ユーザーアカウントとグループを設定およ
び管理するためのシステム管理タスクにつ
いて調べる。

『System Administration Guide: Basic
Administration』の第 1章「Managing User Accounts
and Groups (Overview)」

ユーザーアカウントへの役割の割り当て
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システムサービスの管理

サービス管理機能は、Oracle Solarisでサービスを管理する唯一の手段です。この章で
は、システムで有効または無効にするサービスの特定と、SMFサービスを起動およ
び停止する方法の概要について説明します。

システムでのサービス管理
UNIXオペレーティングシステムには、従来、どの対話型ユーザーログインにも関連
しないサービスセットまたはソフトウェアプログラムが含まれています。SMF
は、従来型のUNIX起動スクリプト、init実行レベル、構成ファイル、およびその他
のサービスやソフトウェアプログラムを拡張するインフラストラクチャーを提供し
ています。

サービスは、特定のタスクを実行するために要求を待機し、その要求に対して応答
します。次のその例を示します。

■ メールの送信
■ FTP要求に対する応答
■ 遠隔コマンド実行の許可

SMFは、各Oracle Solarisシステムのサービスおよびサービス管理用にサポートされ
た統合モデルを作成することで、これらのシステムサービス管理を簡素化します。

SMFフレームワークでの基本的な管理単位は「サービスインスタンス」です。各
サービスインスタンスの名前は、障害管理リソース識別子 (Fault Management
Resource Identifier、FMRI)によって付けられます。FMRIには、サービス名とインス
タンス名が含まれます。たとえば、sendmailサービスの FMRIは
svc:/network/smtp:sendmailとなり、ここでの network/smtpはサービスを、sendmail

はサービスインスタンスをそれぞれ示します。
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ほかの受け付け可能な FMRIの例には次のものがあります。

■ svc://localhost/system/system-log:default

■ svc:/system/system-log:default

■ system/system-log:default

サービスは、GNOMEデスクトップから、またはコマンド行を使用して有効化でき
ます。

詳細については、smf(5)のマニュアルページを参照してください。

デスクトップからのサービスの有効化
GNOMEデスクトップにあるサービスアプリケーションを使用して、システムにイ
ンストールされた一部のサービスを有効化および無効化できます。サービスアプリ
ケーションを使用したサービスの有効化および無効化は、svcadmコマンドを使用し
て実行することもできます。

デスクトップからサービスを表示および管理できるかどうかは、ユーザーアカウン
トとサービス自体に割り当てられた承認によって決まります。

▼ デスクトップから SMFサービスを有効化する方法
GNOMEデスクトップから SMFサービスを有効化するには、次の手順を実行しま
す。

「システム」→「管理」→「サービス」の順に選択します。
「SMFサービス」ウィンドウが開き、(左区画で)「Enabled instances」オプションが
選択されます。有効になっているサービスインスタンスの数も表示されます。「状
態」列で、有効なサービスはすべて「オンライン」と表示されます。

■ すべてのサービスインスタンスとその状態を表示するには、「SMFサービ
ス」ウィンドウの左区画で「All instances」オプションをクリックします。

このビューでは、すべてのサービスインスタンスが一覧表示されます。オンライ
ンのサービスが最初に表示され、オフラインのサービスと無効なサービスが続け
て表示されます。

■ 健全でないサービスインスタンスを表示するには、「SMFサービス」ウィンドウ
の左区画で「Unhealthy instances」オプションをクリックします。

1
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サービスインスタンスを無効または有効にするには、次の手順に従います。

■ サービスインスタンスを無効にする方法:

a. 「Enabled instances」オプションを選択した状態で、表示されたサービスの一
覧から、無効にするサービスを探します。

■ サービスを検索するには、「SMFサービス」ウィンドウの上部にあ
る「フィルタ」フィールドにサービスの名前 (または名前の一部)を入力し
ます。

b. 「無効」ボタンをクリックします。
サービスが無効になったことを警告するメッセージが表示されます。コマンド
行からサービスを有効にする方法についての指示も表示されます。

■ サービスインスタンスを有効にするには、次の手順に従います。

a. 「SMFサービス」ウィンドウの左区画で「All instances」オプションをクリック
します。

b. 無効なサービスの一覧から、有効にするサービスを探して「有効」ボタンをク
リックします。
サービスの状態が「無効」から「オフライン」に変わり、最終的に「オンライ
ン」になります。

■ サービスインスタンスが数秒以内に「オンライン」状態に移行しない場
合、「Enabled instances」オプションをクリックし、そのサービスインスタ
ンスを検索します。
そのサービスの「状態」列で、サービスが「オンライン」と表示されるは
ずです。

注意 –デスクトップから無作為にサービスを無効化または有効化しないでくださ
い。これによってシステムがブートできなくなる場合があります。

コマンド行を使用したサービスの有効化
svcsコマンドは、システムにインストールされているサービスを特定するために使
用します。svcadmコマンドは、サービス状態を管理または変更するために使用しま
す。SMFサービスを構成するには、root役割のような適切な権限を使用して役割を
引き受けます。

詳細は、svcs(1)および svcadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

2
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▼ インストールされたシステムでサービスを表示す
る方法

端末ウィンドウを開きます。

システムにインストールされた使用可能なすべてのサービスを一覧表示するに
は、次のように入力します。
$ svcs

■ システムにインストールされたすべてのサービス、および各サービスのステータ
スを一覧表示するには、svcsコマンドと -aオプションを使用します。

$ svcs -a

このコマンドは、無効化されているサービスを含むすべてのサービスを表示しま
す。

■ 特定のサービスのステータスを表示するには、svcsコマンドと -lオプションを
使用します。

$ svcs -l FMRI

▼ サービスを起動する方法
プログラムが SMFによって管理されている場合、svcadmコマンドを使用してサービ
スを起動します。

端末ウィンドウを開きます。

サービスを起動するコマンドを入力します。
$ svcadm enable FMRI

サービスが実行されていることを確認します。
$ svcs -a | grep FMRI

▼ サービスを停止する方法

端末ウィンドウを開きます。

サービスを停止するコマンドを入力します。
$ svcadm disable FMRI

1

2

1

2

3

1

2
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関連情報
より詳細な情報については、次の追加のリソースを参照してください。

トピック どこでより詳細な情報を見つけるか

SMFについての概要を調べる。 『System Administration Guide: Basic
Administration』の第 11章「Managing Services
(Overview)」

SMFを使用してサービスを管理する手順に
ついて調べる。

『System Administration Guide: Basic
Administration』の第 12章「Managing Services
(Tasks)」

関連情報
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アプリケーション開発環境の設定

Oracle Solarisでは、複数のプラットフォームを対象とする開発環境を、柔軟に設定お
よび拡張することが可能です。この章では、アプリケーション環境の開発に使用で
きるツールについて説明します。

開発者ツールのインストール
Oracle Solarisでは、C/C++、Java、PHP、Python、およびRubyを含むさまざまなプロ
グラミング言語を使用すると、アプリケーションやソリューションをビルドできま
す。

開発者ツールは、パッケージマネージャー、または pkgコマンドを使用すると、IPS
パッケージのリポジトリからダウンロードおよびインストールできます。

IPSパッケージのリポジトリからツールを入手できない場合は、製品サイトから直接
ダウンロードできます。ただし、IPSパッケージのリポジトリからツールを入手でき
る場合は、別のサイトではなく、そのリポジトリからツールを入手してくださ
い。このリポジトリにあるツールは、Oracle Solaris専用に構成されている場合があり
ます。

入手可能な開発者ツール
IPSパッケージのリポジトリから入手可能なOracle Solaris開発者ツールのいくつか
を、次に示します。

■ Apache Web Server
■ Bluefish HTMLエディタ
■ Oracle Solaris DTrace Toolkit
■ Eclipse
■ GCC実行時ライブラリ
■ gedit
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■ HPC
■ Java Development Kit (JDK)
■ Lighttpd Webサーバー
■ memcached分散オブジェクトキャッシュフレームワーク
■ makeユーティリティーなどのその他のツール
■ MySQLデータベースサーバー
■ NetBeans
■ Oracle Solaris Modular Debugger
■ C/C++/Fortran対応Oracle Solaris Studio Development IDE
■ Oracle Solaris Workshopコンパイラバンドル libC
■ Perl
■ PHP
■ PostgreSQL
■ Python
■ Ruby
■ Squidウェブプロキシキャッシュ
■ Tomcat
■ Web Stack

関連情報
上記およびその他の開発ツールの詳細については、 http://www.oracle.com/

technetwork/index.htmlを参照してください。

関連情報

Oracle Solaris 11 Express入門 • 2010年 11月68

http://www.oracle.com/technetwork/index.html
http://www.oracle.com/technetwork/index.html


システムを最新状態に維持

Oracle Solarisをインストールしたあと、システム上のパッケージを追加、削除、およ
び更新できます。IPS GUIツール (パッケージマネージャーおよびUpdate Manager)ま
たは IPS CLIを使用して、個別パッケージを更新、またはイメージ内のパッケージの
うち更新が利用可能なすべてのパッケージを更新できます。

システム上のソフトウェアパッケージを更新
システムを最新の状態に保つために、システム上のパッケージのうち、利用可能な
更新があるすべてのパッケージを更新できます。この処理では、カーネルコン
ポーネントやその他の低水準システムパッケージなど、通常は更新が考慮されない
可能性があるパッケージを更新します。

システム上のパッケージのうち、利用可能な更新があるすべてのパッケージのリス
トを表示するには、次のいずれかの方法を使用します。

■ パッケージマネージャーで、次の手順に従います。

1. 「表示」メニューから「更新」を選択します。
2. 「発行元」メニューから「すべての発行元」を選択します。
3. 表示されたパッケージのリストから、「インストール/更新」ボタンをク
リックするか、または「パッケージ」→「インストール/更新」を選択しま
す。

表示されたすべてのパッケージを選択するには、列見出しにある選択アイコン
をクリックするか、または「編集」→「すべて選択」オプションを選択しま
す。

■ パッケージマネージャーで、「更新」ボタンをクリックするか、また
は「パッケージ」メニューから「更新」を選択します。

「更新」ウィンドウに、更新されるすべてのパッケージが表示され、更新を取り
消すか実行するかをここで選択できます。
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■ GNOMEデスクトップメニューから、「システム」→「管理」→「Update
Manager」を選択します。
「Update Manager」ウィンドウに、更新されるすべてのパッケージが表示さ
れ、更新を取り消すか実行するかをここで選択できます。

■ 利用可能な更新があるパッケージのリストを表示するには、次のコマンドを入力
します。

$ pkg list -u

■ イメージを更新するには、次のコマンドを入力します。

# pkg update --accept

このコマンドは、現在のイメージ内にあるすべてのインストール済み
パッケージを、利用可能で許可された最新バージョンに更新します。ライセン
スの確認が必要な場合、ライセンス契約に同意して更新を続行しま
す。--acceptオプションを指定しない場合、ライセンスへの同意が必要な
パッケージが 1つでも含まれていると、どのパッケージも更新されません。

■ 実際には更新せずに、更新対象のパッケージを表示する場合は、次のコマンド
を入力します。

# pkg update -nv --accept

一部のドライバやその他のカーネルコンポーネントなど、特定のキーパッケージが
更新されると、システムは次の処理を実行します。

1. 起動可能イメージである現在のブート環境 (BE)のクローンを作成します。
2. クローン内のパッケージを更新しますが、現在の BE内のパッケージは一切更新
しません。

3. システムの次回ブート時に、新しい BEをデフォルトのブート選択肢に設定しま
す。現在の BEは代替のブート選択肢として残ります。

beadmコマンドを使用して、BEを作成、名前変更、マウント、マウント解除、アク
ティブ化、または破棄します。パッケージマネージャーを使用して BEをアクティブ
化、名前変更、および削除できます。

より詳細な情報については、「73ページの「関連情報」」を参照してください。

pkgコマンドを使用してシステム上の個別ソフトウェア
パッケージを更新

システム上の個別ソフトウェアパッケージを更新するには、pkg installコマンドを
使用します。パッケージマネージャーを使用すると、システム上の特定の
パッケージを更新することもできます。依存するパッケージがある場合は、それら
も同時に更新されます。

pkgコマンドを使用してシステム上の個別ソフトウェアパッケージを更新
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詳細は、pkg(1)のマニュアルページを参照してください。

複数のブート環境の管理
ブート環境 (BEとも呼ばれる)とは、Oracle Solarisオペレーティングシステムの起動
可能なイメージと、そのイメージにインストールされたほかのアプリケーションソ
フトウェアパッケージを加えたものです。1つのシステムに複数のブート環境を維持
することができ、各ブート環境にそれぞれ異なるソフトウェアバージョンをインス
トールすることもできます。

ブート環境は、オペレーティングシステムの初回インストール時にシステムに作成
されます。「ブート環境の管理」ツール、または beadmコマンドを使用して、システ
ムで追加のブート環境を管理できます。

複数のブート環境を使用する理由
複数のブート環境を使用すると、システムに対してソフトウェアの更新を行う前に
バックアップ用ブート環境を作成できるため、ソフトウェアの更新処理のリスクが
低下します。必要であれば、バックアップ BEをブートできます。

注 –バックアップ用ブート環境の作成プロセスは、システム上のすべてのファイルに
対してバックアップを作成するわけではないため、ファイルシステムのバック
アップとは異なります。

異なるブート環境を作成する機能により、使用しているツールの異なるバージョン
用に異なる環境を持つことができます。新しいブート環境を作成しても、共有
ファイルに影響は出ません。新しいブート環境でファイルを修正したあとに古い
ブート環境をブートすると、古いブート環境でもファイルは修正されています。古
いブート環境から古いバージョンの共有ファイルを取り出すことはできません。

システム上で複数のブート環境を同時に維持管理し、各ブート環境でさまざまな
アップグレードを実行できます。たとえば、beadm createコマンドを使用する
と、ブート環境のクローンを作成できます。「クローン」とは、ブート環境の
ブート可能なコピーです。その後、元のブート環境とそのクローンに対して、異な
るソフトウェアパッケージのインストール、テスト、および更新を行うことができ
ます。

いつでもアクティブにできるブート環境は 1つだけですが、beadm mountコマンドを
使用して、アクティブではないブート環境をマウントできます。その後、pkg update

コマンドを使用して、マウント済みのアクティブではない環境に含まれている更新
可能なすべてのパッケージを更新できます。または、pkg install package-name コマ
ンドと -Rオプションを使用して、そのブート環境に含まれる特定のパッケージを更
新します。

複数のブート環境の管理
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パッケージマネージャーを使用したブート環境の
管理
パッケージマネージャーを使用してブート環境を管理できます。

パッケージマネージャーを使用して、次のブート環境の管理タスクを実行できま
す。

■ インストールされたシステムに含まれるすべてのブート環境の情報を表示しま
す。

■ 古い、または使われていないブート環境を削除します。
■ システム上のデフォルトのブート環境を変更します。
■ ブート環境の有効化

注 –パッケージマネージャーを使用してデスクトップからブート環境を管理する場合
は、beadmコマンドで使用できる、ブート環境を管理するためのオプションの一部が
提供されません。詳細については、beadm(1M)

▼ デスクトップからブート環境を管理する方法

「システム」→「管理」→「パッケージマネージャー」の順に選択するか、または
デスクトップ上の「パッケージマネージャー」アイコンをクリックし
て、パッケージマネージャーを起動します。

「ファイル」→「ブート環境の管理」の順に選択します。
「ブート環境の管理」ウィンドウが開き、インストールされたシステムで利用可能
なすべてのブート環境を表示します。また、オペレーティングシステムの名
前、ブート環境が作成された日付、およびブート環境のサイズ (Gバイト)が表示さ
れます。

■ ブート環境を削除するには、「削除」をクリックして「OK」をクリックします。

■ デフォルトのブート環境を変更するには、新しいデフォルトのブート環境の隣に
チェックマークを入れて「OK」をクリックします。

■ 新しいブート環境を有効にするには、「再起動時に有効」をクリックし
て「OK」をクリックします。
新しいブート環境は次回のシステム再起動時に有効になります。

1

2
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関連情報
より詳細な情報については、次の追加のリソースを参照してください。

トピック どこでより詳細な情報を見つけるか

パッケージマネージャーを使用してシス
テムを最新の状態に保つ方法について調
べる。

『Oracle Solaris 11 Express Image Packaging Systemガイ
ド』

パッケージマネージャーのオンラインヘルプを参照し
てください。

Update Managerの使用方法について詳し
く調べる。

『Oracle Solaris 11 Express Image Packaging Systemガイ
ド』の「Update Managerの使用」

ブート環境の管理について詳しく調べ
る。

『Oracle Solaris 11 Expressブート環境の管理』

関連情報
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Oracle SolarisリリースでのGRUBメ
ニューの管理

x86ベースのシステムをブートすると、GRUBメニューが表示されます。このメ
ニューには、システムの現在アクティブな menu.lst構成ファイルの内容が反映され
ています。システムにインストールされているすべてのOSインスタンスのブートエ
ントリが含まれています。

Oracle Solarisまたは任意の新規オペレーティングシステムをインストールする
と、bootadmコマンドにより menu.lstファイルが自動的に更新され、新規インス
トールされたオペレーティングシステムのエントリが追加されます。ただし、例外
もあります。たとえば、Linuxがすでにインストールされている状態でインストール
を実行しても、GRUBメニューは自動的に更新されず、インストール済みの Linuxの
エントリはメニューに含まれません。

インストール済みの Linux OSエントリのGRUBメ
ニューへの追加

あるパーティションに Linuxを先にインストールしてから別のパーティションに
Oracle Solarisをインストールするといった方法でブート環境を設定する場合、新規イ
ンストールのGRUBメニュー情報によって以前のインストールのGRUBメニュー情
報が消去されないようにするには、次に示す特別な手順に従う必要があります。次
の手順に、すでにインストールされている Linuxのエントリを含めるように menu.lst

ファイルを手動で更新する方法を示します。

▼ Oracle Solarisのインストール後に Linuxエントリ
をGRUBメニューに追加する方法
この手順では、Linuxがすでにインストールされているシステムに、Oracle Solarisを
インストールしたものとします。
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注 – Linuxオペレーティングシステムのインストール手順は、この作業には含まれま
せん。

Linuxのインストールが完了したら、アクティブな menu.lstファイルをUSBドライブ
にコピーします。これにより、Oracle Solarisのインストールの完了後もこのファイル
の情報を再利用できます。

通常、このファイルは /boot/grub/menu.lstです。

■ アクティブな menu.lstファイルの場所がわからない場合は、bootadmコマンドを
使用してファイルを見つけます。
# bootadm list-menu

■ USBドライブの場所がわからない場合は、オプションを指定せずに mountコマン
ドを使用し、USBドライブがマウントされている場所を特定します。次に、その
場所に menu.listファイルをコピーします。

インストールの完了後に、次の方法でアクティブな menu.lstファイルを編集しま
す。

a. 端末ウィンドウを開き、rootの役割を引き受けるか、rootユーザーになります。
$ su root

Password:

b. テキストエディタを使用して、menu.lstファイルを編集します。

たとえば、次のように作成します。

# vi /pool-name/boot/grub/menu.lst

c. 手順 1で menu.lstファイルをコピーしたUSBドライブを使用して、元の Linuxイ
ンストールの Linux menu.lst情報を新しい menu.lstファイルの末尾にコピーしま
す。

たとえば、Ubuntuインストールの menu.lstファイルは次のようになります。

title Ubuntu 8.04, kernel 2.6.24-18-generic

root (hd0,4)

kernel /vmlinuz-2.6.24-18-generic \

root=UUID=1ed7fa17-6d77-4b49-be1a-22481310fd1b ro quiet splash

initrd /initrd.img-2.6.24-18-generic

quiet

title Ubuntu 8.04, kernel 2.6.24-18-generic (recovery mode)

root (hd0,4)

kernel /vmlinuz-2.6.24-18-generic \

root=UUID=1ed7fa17-6d77-4b49-be1a-22481310fd1b ro single

initrd /initrd.img-2.6.24-18-generic
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注意 – menu.lstファイルの元の内容を直接編集しないでください。新しい情報は
必ずファイルの末尾に追加します。また、ファイルの内容を変更する場合に
は、既存の内容を複製してから変更するようにしてください。

d. ファイルを保存して終了します。

システムを再起動します。

システムが再起動すると、LinuxとOracle Solarisの両方のオペレーティングシステム
のエントリがGRUBメニューに含まれているはずです。

3
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Oracle Solaris 11 Expressリリースのトラブ
ルシューティング

この章では、Oracle Solaris 11 Expressのインストールまたは使用時に起きる可能性が
ある、いくつかの一般的な問題のトラブルシューティングに関する情報を示しま
す。

問題が発生した場合は、次の作業を行います。

■ この付録のトラブルシューティング情報を確認します。
■ 『Oracle Solaris 11 Expressご使用にあたって』を確認します。

Oracle Solarisの起動に関するトラブルシューティングの
ヒント

次の情報を利用すると、起動時に起きる可能性がある問題のトラブルシューティン
グに役立ちます。

システムがコンソールモードでブートした場合に
実行する操作
システムのグラフィックカードが Live CDでサポートされていないか、またはシステ
ムにグラフィックカードが搭載されていない場合、Live CDを挿入するとシステムは
コンソールモードでブートします。この場合、GUIインストールは実行できませ
ん。
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次の 2つの方法を選択できます。

■ Live CDの ISOイメージの代わりにテキストインストーライメージを使用します。
ローカルコンソールで、ネットワークにアクセスせずにテキストインストーラを
実行できます。テキストインストーライメージは、http://www.oracle.com/

technetwork/server-storage/solaris11/downloads/index.htmlからダウンロード
できます。

■ 遠隔インストールを実行します。

この方法を使用する場合、テキストインストーライメージをダウンロードする必
要はありません。ただし、遠隔 sshアクセスと、ターゲットシステムでX
サーバーが動作していることが必要です。手順については、81ページの「シス
テムがコンソールモードでブートした場合に Live CDからOracle Solarisをインス
トールする方法」を参照してください。

▼ Oracle Solarisテキストインストーラによるインストール後に追加
ソフトウェアパッケージを追加する方法
テキストインストーラを使用する場合、Live CDインストールに含まれる一部のソフ
トウェアパッケージはシステムにインストールされません。特に、GNOMEデスク
トップがシステムにインストールされません。GNOMEデスクトップを含め、Live
CDインストールに含まれるすべてのソフトウェアパッケージがシステムに必要な場
合は、次の手順を使用して、必要な追加パッケージをインストール先のシステムに
追加します。

注 –次の手順を実行するには、ネットワーク上の IPSリポジトリからソフトウェア
パッケージをダウンロードできるよう、システムがネットワークにアクセスできる
必要があります。

root役割を引き受けるか、または rootユーザーになります。
$ su -

password:

#

追加パッケージをインストールするための新しいブート環境 (BE)を作成します。
# beadm create be-name

注 –新しいBEを作成して追加パッケージをそのBEにインストールすることによ
り、インストールされた元のシステムを保持し、必要な場合に元のシステムに戻す
ことができます。

新しく作成したBEを、一時的なマウントポイントである /tmp/aにマウントします。
# beadm mount be-name /tmp/a

1
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slim_installソフトウェアパッケージを新しいBEに追加します。
# pkg -R /tmp/a install slim_install

slim_installパッケージは、GNOMEデスクトップの固有パッケージを含む大規模な
パッケージグループです。

ソフトウェアパッケージを削除します。
# pkg -R /tmp/a uninstall slim_install

注 – slim_installパッケージはグループパッケージです。slim_installグループコン
テナを削除することにより、そのグループの一部としてインストールしたすべての
パッケージを個別に管理できるようになります。

新しいBE上でブートアーカイブを更新します。
# bootadm boot-archive -R /tmp/a

新しく作成したBEをマウント解除します。
# beadm unmount be-name

新しいBEをアクティブにします。
# beadm activate be-name

システムを再起動します。
# reboot

▼ システムがコンソールモードでブートした場合に
Live CDからOracle Solarisをインストールする方法
この手順では、Live CDが起動されたシステム (ターゲットシステム)とインストール
の実行元となる遠隔システムの 2つのシステムがネットワーク上に必要です。両方
のシステムをネットワークにアクセスできるようにします。2つのシステムは、同じ
サブネット上に存在する必要はありません。ただし、ターゲットシステムは遠隔シ
ステムから到達可能にします。また、遠隔システムでは、グラフィカルデスク
トップをサポートするOSを実行している必要があります。

インストール先のシステムに Live CDを挿入してから、システムをブートします。

コンソールログインで、デフォルトのログインおよびパスワードを入力します。

Oracle Solarisのデフォルトのユーザーログインおよびパスワードは jackです。

4

5

6

7

8

9

始める前に
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rootユーザーになります。
$ su root

Password: solaris

rootパスワードは solarisです。

ssh遠隔ログインプログラムのサービスを使用可能にします。
# svcadm enable ssh

DHCPによってターゲットシステムに割り当てられている IPアドレスを表示します。
# ifconfig -a

遠隔システムで端末ウィンドウを開き、次のように入力します。
$ ssh -X ip-address-of-target -l jack

ip-address-of-targetは、ターゲットシステムで実行した ifconfig -aコマンドの出力で
す。

このコマンドを遠隔システムで実行すると、Secure Shellが開かれ、ターゲットシス
テムにアクセスしてGUIインストーラを使用できるようになります。

rootユーザーになります。
$ su root

Password: solaris

GUIインストーラを実行します。
# /bin/gui-install

インストールが完了したら、ターゲットシステムを再起動します。

Live CD起動プロセスを監視する方法
デフォルトのグラフィカルブート画面からテキストブート画面に切り替えることが
できます。テキストブート画面への切り替え機能は、システム起動プロセスが正常
に進行していない可能性がある場合に役立つことがあります。このテキスト画面に
は、情報メッセージまたはユーザー入力の要求が表示される場合があります。テキ
ストブート画面に切り替えても、画面上での情報の表示方法以外には、起動手順に
影響はありません。オペレーティングシステムの初期化が続行され、通常どおりに
完了します。

テキストブートに切り替えるには、グラフィカルブート画面が表示されたら数秒以
内にいずれかのキーを押します。すると、進捗バーが開始されます。
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注 –グラフィカルブートからテキストブートに切り替えたあとは、グラフィカル
ブート画面に戻すことはできません。

ログインおよびユーザーアカウントに関する問題のトラ
ブルシューティング

インストールされたシステムにログインできない場合は、次の手順に従ってくださ
い。

▼ ログインのトラブルシューティング
ログインに関する問題をトラブルシューティングするには、問題の性質を特定して
適切な解決方法を適用できるように、シングルユーザーモードでブートしてシステ
ムにアクセスする必要があります。この手順には、シングルユーザーモードでシス
テムをブートする手順と、ログインに関するいくつかの一般的な問題の解決方法が
記載されています。

システムをシングルユーザーモードでブートします。

a. 起動手順が開始されGRUBメニューが表示されたら、eと入力してGRUBメ
ニューエントリを編集します。

b. 上下矢印キーを使用して、kernel$行を選択し、そのエントリを編集するために e

と入力します。

c. kernel$エントリに続けて -sと入力します。

d. Return (または Enter)キーを押して、前の画面に戻ります。

e. システムをシングルユーザーモードでブートするには、bと入力します。

入力を求められたら、ユーザーアカウント名を入力します。

アカウント名には、rootまたはほかの任意の特権付きアカウント (Live CDの ISOイ
メージの jackなど)、あるいはインストール中に作成したアカウントを使用できま
す。
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rootパスワードを入力します。

システムがブートされたら、ユーザー個別の状況に応じて、次に示すいずれかの操
作を実行できます。

■ 既存のユーザーアカウントおよび役割を表示します。
-bash-3.2# cat /etc/user_attr

■ ユーザーアカウントを削除します。
-bash-3.2# userdel username

■ 新しいユーザーアカウントを作成します。
-bash-3.2# useradd username

a. ユーザー名にパスワードを割り当てます。
-bash-3.2# passwd username

注 –パスワードは 2回入力する必要があります。

b. ユーザーに root役割を割り当てます。
-bash-3.2# usermod -R root username

インストールされたシステムに戻るには、exitと入力します。
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